
■サークル紹介

・構成人数：15名
・施設の「福祉」QC活動年数：13年

・現メンバーでの活動歴：1年

・平均年齢：32歳

・活動期間：H29年8月～H30年７月

・会合回数：２２回

・会合時間：平均60分（業務内外）

・平均参加率９４％

・構成メンバー職種

作業療法士 看護師 介護士 事務員

介護支援専門員 支援相談員 調理師

管理栄養士≪施設紹介≫

香川県さぬき市寒川町に平成12年1月10日に開所

訪問看護ステーション、居宅介護支援センターを併設しており、

家庭的な環境のもと安全・安心・快適な生活が送れるよう支援に努め

地域との幅広い交流の中で様々な活動を行っています

社会福祉法人祐正福祉会

介護老人保健施設ヌーベルさんがわ

入所：定員８０名（ショート含む） 通所：定員40名



■今回の活動に関する施設長のコメント

ヌーベルさんがわは平成17年度から業務改善の一環として「福祉QC活動」を導入

している。多職種協働で取り組んでいるので、職員同士の人間関係も良く、毎日の
業務にも反映できていると確信している。職員も三大介護だけではなく、職員自ら
目標や課題設定して取り組む中でチームケアの向上、仕事のやりがい、達成感に
繋がっている。ひいては定着率がアップするという好循環となっているように思う。
また、ケアの資質向上、人材育成に役立っており、当施設としては「福祉ＱＣ」の力
量は多大である。

今回の活動は介護老人保健施設の役割である「在宅復帰」をキーワードとし、そ
の第一歩としての在宅への一時帰宅をテーマに掲げ活動を行った。ヌーベルさん
がわの特色である多職種協働でのチーム編成に加え他部署や他サークルからの
協力を得て専門性を生かした様々な対策を打ち出すことができ、施設全体で取り組
んだ活動であった。また、ご家族を巻き込んだ活動ができ、ご利用者のみならずご
家族の想いにも触れることができ、信頼関係を深めることができた。
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①ご利用者の本当の想いを引き出
せていないのではないか

４ ４ ５ ５ ３ １２００ １

②レク内容の充実を図る。 ３ ５ ２ ４ ２ ２４０ ３

③介助量が増えてきているので、
食事が食べにくいと感じるご利用
者を何とかしたい。

５ ３ ４ ３ ５ ９００ ２

④車椅子の転倒を防ぐ。 ２ ２ １ ２ ４ ３２ ４

⑤元の生活リズムを作る。 １ １ ３ １ １ ３ ５

活動計画
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ｎ＝２１

現状把握① 今一番叶えたい夢はなんですか？

2階ご利用者36名に調査

回答可能なご利用者２１名へのアンケート結果

調査期間 H２９、１０、１２～H２９、１０、１９ 作成日 H２９、１０，１９ 作成者 大谷、吉田


Graph1

		今のままでいい

		美味し物を食べたい

		買い物がしたい

		家に帰りたい

		その他
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Sheet1

				アンケート

		今のままでいい イマ		8

		美味し物を食べたい オイモノタ		6

		買い物がしたい カモノ		3

		家に帰りたい イエカエ		2

		その他 タ		2

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。







ｎ＝２１
私の夢 今一番叶えたい夢はなんですか？現状把握②
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回答可能なご利用者
２１名への

アンケート結果

今何をしてあげたいですか？

調査期間 H２９、１０、２３～H２９、１１、５ 作成日 H２９、１１，６ 作成者 吉田、多田

調査期間 H２９、１０、２２～H２９、１０、３０ 作成日 H２９、１０，３１ 作成者 大谷、吉田

(

叶
え
た
い
夢
）

(人数） 私の夢


Graph1

		自宅に帰って見たい

		美味しいものが食べたい

		買物がしたい

		このままでいい

		その他



列1

9

5

3

2

2



Sheet1

				列1		系列 2		系列 3

		自宅に帰って見たい ジタクカエミ		9		2.4		2

		美味しいものが食べたい オイタ		5		4.4		2

		買物がしたい カイモノ		3		1.8		3

		このままでいい		2		2.8		5

		その他 タ		2

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。






Graph1

		自宅へ帰らせてあげたい

		このまま穏やかに過ごして欲しい

		遠くの孫や親戚に合わせてあげたい

		その他
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Sheet1

				列1

		自宅へ帰らせてあげたい ジタクカエ		5		2.4		2

		このまま穏やかに過ごして欲しい オダスホ		4		4.4		2

		遠くの孫や親戚に合わせてあげたい トオマゴシンセキア		2		1.8		3

		その他 タ		4		2.8		5

				グラフのデータ範囲の大きさを変更するには、範囲の右下隅をドラッグしてください。







現状把握③

ご利用者・ご家族に
多かったのは…

叶えたい夢を実現させることで
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在宅復帰への小さな第一歩

自宅への一時帰宅

在宅復帰は…
ご利用者・ご家族にとっても

ハードルが高い
テーマ

私の願いを叶えて！！
お家に帰ろう！！

作成日 H２９、１１，１０ 作成者 池野、川西


Graph1

		自宅へ帰りたい		0

		美味しい物が食べたい		46.6666666667

		買い物がしたい		63.3333333333

		孫や親戚に会いたい		73.3333333333

		その他		80

				100



(％)

累積比率

数量

累積比率 ％
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パレート図 (個人食べこぼし量)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		140		0

		Ｙ．Ｈ		70		27

		Ｈ．Ｋ		70		41

		Ｉ．Ｗ		70		55

		Ｔ．Ｙ		50		69

		Ｍ．Ｍ		50		78

		Ｉ．Ｓ		40		88

		H．Ｍ		20		96

		Ｔ．Ｓ		10		100

		総数 ｎ		510

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 (個人食べこぼし量)
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パレート図 （全体）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		自宅へ帰りたい ジタクカエ		14		0

		美味しい物が食べたい オイモノタ		5		47

		買い物がしたい カモノ		3		63

		孫や親戚に会いたい マゴシンセキア		2		73

		その他 タ		6		80

						100

		総数 ｎ		30

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）
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回

利用者全体の介助理由



パレート図 （全体）対策前 

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		90		0

		食べこぼし タ		65		41

		食べている量をみて タリョウ		30		70

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		23		83

		食事摂取摂取困難 ショクジセッシュセッシュコンナン		10		94

		食事拒否 ショクジキョヒ		4		98

						100

		総数 ｎ		222

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												ｎ＝222

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）対策前 
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パレート図 （全体）対策後

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		転倒・転落 テントウテンラク		70		0

		異食 イショク		36		45

		表皮剥離 ヒョウヒハクリ		20		68

		打撲 ダボク		20		81

				6		94

				4		97

						100

		総数 ｎ		156

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												n＝140

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　作成日　　Ｈ２１、３，１０　作成者　　中川、中野



パレート図 （全体）対策後
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パレート図（介助理由 ）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		36		0

		食べこぼし タ		16		59

		食べている量をみて タリョウ		3		85

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		3		90

		食事動作摂取困難 ショクジドウサセッシュコンナン		2		95

		食事拒否 ショクジキョヒ		1		98

						100

		総数 ｎ		61

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　山下、嶋田



パレート図（介助理由 ）
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パレート図 (個人傾き)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｙ．Ｈ		25		0

		Ｔ．Ｋ		17		28

		Ｈ．Ｋ		15		47

		Ｍ．Ｍ		10		63

		Ｔ．Ｙ		8		74

		Ｉ．Ｓ		7		83

		H．Ｍ		3		91

		Ｋ．Ｈ		2		94

		Ｉ．Ｗ		2		97

		Ｔ．Ｓ		1		99

						100

		総数 ｎ		90

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝90

				は自動計算

										ｎ＝10

										ｎ＝3

										ｎ＝45

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 (個人傾き)
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特定利用者の傾き回数



活動計画

		

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （個人食べこぼし回数）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		15		0

		Ｙ．Ｈ		14		23

		Ｈ．Ｋ		12		45

		Ｔ．Ｙ		6		63

		Ｍ．Ｍ		5		72

		Ｉ．Ｗ		5		80

		H．Ｍ		3		88

		Ｔ．Ｓ		2		92

		Ｉ．Ｓ		2		95

		Ｋ．Ｈ		1		98

						100

		総数 ｎ		65

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝65

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 （個人食べこぼし回数）
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パレート図

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ａ		28		0

		Ｂ		18		29

		Ｃ		16		47

		Ｄ		14		64

		Ｅ		11		78

		Ｆ		10		90

						100

		総数 ｎ		97

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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グループ環境

		

						　サークル活動のグループ環境 カツドウカンキョウ										色部に入力 イロブニュウリョク

				該当する人数を青色枠に入れる。 ガイトウニンズウアオイロワクイ

						　　　評　　　価　　　順　　　位 ヒョウカジュンイ								人数 ニンズウ		8

				ほとんど 1		少しは 3 スコ		かなり 5		相当に 7 ソウトウ		極めて 9 キワ		評　価　点 ヒョウカテン				前回評価点 ゼンカイヒョウカテン

		　　　チェツク項目 コウモク		<30%		30-40%		40-60%		60-80%		>80%		行の合計 ギョウゴウケイ		行の平均 ギョウヘイキン

		1.活動流れの理解度 カツドウナガリカイド				3		5						34		4.3		2.2

		2.ＱＣ手法の理解度 シュホウリカイド		1		3		4						30		3.8		3.0

		3.仲間との話し易さ ナカマハナシヤス				2		4		2				40		5.0		3.0

		4.仲間との協力姿勢 ナカマキョウリョクシセイ		1		3		3		1				32		4.0		2.3

		5.お互いの仲間意識 オタガナカマイシキ				3		4		1				36		4.5		3.0

		6.お互いの問題意識 オタガモンダイイシキ				5		3						30		3.8		2.4

		7.自由な発言雰囲気 ジユウハツゲンフンイキ				2		3		3				42		5.3		2.8

		8.仕事の取組み姿勢 シゴトトリクシセイ				3		3		2				38		4.8		3.0

		9.仕事・学習の機会増 シゴトガクシュウキカイゾウ		1		3		4						30		3.8		2.5

		10.相互啓発の機会増 ソウゴケイハツキカイゾウ		1		1		4		2				38		4.8		2.5
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Sheet2

		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								佐　藤　、中　川 サフジナカカワ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								近　藤 コンフジ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								眞　田 シンタ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								神　前 カミマエ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								山　下　、中　野 ヤマシタナカノ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								近　藤　、中　川 コンフジナカカワ

				歯　止　め ハドメ								佐　藤　、山　下 サフジヤマシタ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								神　前　、中　野 カミマエナカノ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ

				ⅲ		食事の対する意識が高まった。 ショクジタイイシキタカ

				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ

				ⅴ		自分の意見をサークル内でしっかり言えるようになった。 ジブンイケンナイイ

		（３）　波及効果の確認 ハキュウコウカカクニン

				ⅰ		自分でしっかり食べれる喜びを感じてもらえ、利用者の表情が穏やかになった。 ジブンタヨロコカンリヨウシャヒョウジョウオダ

				ⅱ		職員配置を見直すことにより、業務効率が上がった ショクインハイチミナオギョウムコウリツア

				ⅲ		３Fでは食事時の指示役を置いたことで、今まで以上に役割に対する職員の責任感が生まれ新人、ベテラン共に成長できた ショクジジシジヤクオイマイジョウヤクワリタイショクインセキニンカンウシンジントモセイチョウ

				ⅳ		利用者、職員に対する目配り、気配りが深まった。 リヨウシャショクインタイメクバキクバフカ

				ⅴ		利用者の外出頻度が少しではあるが上昇した。 リヨウシャガイシュツヒンドスコジョウショウ

										活動前後のグループ環境 カツドウゼンゴカンキョウ

		［８．歯止め］ ハド

				分  類 ブンタグイ				何  を ナニ						ど の 様 に ヨウ												時 間 ・ 頻 度 トキアイダヒンド						誰 が ダレ				管 理 手 法 カンリテホウ

				標 準 化 ヒョウジュンカ				チ ェ ッ ク シ ー ト						記 入 し て も ら っ た チ ェ ッ ク シ ー ト を キイリ												利 用 開 始 時 リヨウカイハジメジ						フ ロ ア リ ー ダ ー				ユ ニ ッ ト 会 議 カイギ

								の 活 用 カツヨウ						参 考 に 利 用 者 の 状 態 、 注 意 点 に サンコウリヨウシャジョウタイチュウイテン												状 態 変 化 時 ジョウタイヘンカジ						担 当 職 員 タントウショクイン				朝 の 会 アサカイ

														つ い て ユ ニ ッ ト 内 で 情 報 の 共 有 化 ナイジョウホウトモユウカ

														を 図 り 、 フ ロ ア 職 員 が 同 じ 対 応 が  ハカショクインオナタイオウ

														取 れ る よ う に す る 。 ト

								チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト の 内 容 に 関 す る ナイカタチカン												改 善 点 が あ っ た 際 アラタゼンテンサイ						神 前 、 中 野 カミマエナカノ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 オサムセイ						意 見 を 業 務 改 善 委 員 に 言 っ て イケンギョウツトムアラタゼンイインイ												ユ ニ ッ ト 会 議 時 カイギジ										神 前 、 中 野 カミマエナカノ

														も ら い 、 業 務 委 員 会 内 で 修 正 ギョウツトムイインカイナイオサムセイ

														し 、 改 定 版 を 職 員 に 配 布 し 周 知 アラタサダムバンショクインクバヌノシュウチ

														す る 。

								傾 き の 修 正 カタムオサムセイ						利 用 者 の 座 位 保 持 安 定 時 間 を  リヨウシャザクライホモチアンサダムトキアイダ												食 事 毎 ショクコトマイ						日 勤 者 ヒツトムシャ				食 事 前 に 職 員 ショクコトマエショクイン

														参 考 に 食 事 開 始 か ら 逆 算 し て サンコウショクコトカイハジメギャクザン																						同 士 で 確 認 ドウシアキラシノブ

														離 床 傾 き 修 正 も 同 時 に 行 う 。 ハナレユカカタムオサムセイドウトキオコナ

				教 育 キョウイク				チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト を 修 正 し た 際 に オサムセイサイ												改 定 版 が 出 た 際 アラタサダムバンデサイ						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 、 周 知 オサムセイシュウチ						修 正 点 を 周 知 、 記 入 の 徹 底 オサムセイテンシュウチキイリトオルソコ																						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ

														を 促 す 。 ウナガ

		［９．反省とまとめ］ ハンセイ

				CS－QCステップ										良くできたこと ヨ														出来なかったこと デキ

				（１）問題集め モンダイアツ										たくさんの問題が集まった モンダイアツ

				（２）テーマの選定 センテイ										いろいろな意見が出し合えた イケンダア

				（３）現状把握 ゲンジョウハアク										各人が自分の役割を果たせた カクジンジブンヤクワリハ

				（４）目標値の設定 モクヒョウチセッテイ										高い目標を立てることができた タカモクヒョウタ

				（５）要因の解析 ヨウインカイセキ										いろいろな見方、意見がよく出た ミカタイケンデ														時間がかなり掛かってしまった ジカンカ

				（６）対策立案の実施 タイサクリツアンジッシ										多角的な視点で取り組めた タカクテキシテントク

				（７）効果の確認 コウカカクニン										スムーズに行えた オコナ

				（８）歯止め ハド										継続案が具体的に出せた ケイゾクアングタイテキダ

				（９）反省とまとめ ハンセイ										内容がうまくまとまった ナイヨウ

				（１０）サークル会合 カイゴウ										遠慮のない意見が言い合えた エンリョイケンイア

				（１１）活動計画運営 カツドウケイカクウンエイ																								計画通りに進まず、かなり遅れた ケイカクドオススオク

		［１０．残された課題と今後の方針］ ノコカダイコンゴホウシン

		『課題』 カダイ

		①全入所者の食事に関する問題を早期に個々に把握・検討し、対応する。 ゼンニュウショシャショクジカンモンダイソウキココハアクケントウタイオウ

		②今回の活動を在宅復帰,外出機会の増加に向けた取り組みへの足掛りとし、家族へ発信していける環境を整備する。 コンカイカツドウザイタクフッキガイシュツキカイゾウカムトクアシガカカゾクハッシンカンキョウセイビ

		『方針』 ホウシン

		利用者だけでなく、家族を含めた在宅復帰、外出機会の増加への取り組みを行う。 リヨウシャカゾクフクザイタクフッキガイシュツキカイゾウカトクオコナ

		（２）　次回テーマ：　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] ジカイミテイ								〔水分補給のＱＣ活動の継続がしっかり出来ているかの検討〕 スイブンホキュウカツドウケイゾクデキケントウ
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介助を要する
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介助を要する

介助が必要な利用者の割合



Sheet1

		対　策　要　因 タイサクヨウイン		ど　う　す　る		具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ		担当者 タントウシャ		場　所 バトコロ		何時迄に イツマデ

		① 食 事 時 の 利 用 者 の 状 態 ショクコトジリヨウシャジョウタイ		利 用 者 の 食 事 時 の リヨウシャショクコトジ		チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、１０

		を 知 る 仕 組 み を 作 る シツコウクミツク		状 態 を 知 る 為 、 チ ェ ッ ジョウタイシタメ		でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

				ク シ ー ト を 作 成 す る サクシゲル		シートを完成させる カンセイ

				職 員 に 周 知  する ショクインシュウチ		チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、２０

						どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

		② 傾 き 修 正 に 対し て 事 前に カタムオサムセイタイコトマエ		物 品 を 使 用 し て 姿 勢 モノシナツカヨウスガタゼイ		各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン		各フロア職員 カクショクイン		２F、３Ｆ		H２１、２、１６

		取 り 組 む トク		を 正 し て お く タダ		収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

						使用する シヨウ

						傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、１５

						どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

						する

		③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ		利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ		職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、２５

		職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ		食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

				する

		④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ		職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ		利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク		各フロア職員 カクショクイン		２F、３Ｆ		H２１、２、２８

		効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ		する		ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

		する
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実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田
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実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

自助具使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後
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実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

クッション使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後
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実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

項目

人数

クッションの使用状況

使用していない

使用している

9
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実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

食べこぼし、傾き修正の多い特定利用者への職員配置

配置できている

配置できていない

2

1

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

利用者対応時間

その他の利用者対応時間
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実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２  作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

要因の解析

系統図法での解析

.お互いの問題意識

活動流れの理解度

ＱＣ手法の理解度

仕事の取組み姿勢

仕事・学習の機会増

相互啓発の機会増

自由な発言雰囲気



吉田用パレート図 

		対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ
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		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		ファンクショナルリーチ　右 ミギ		7		0

		ファンクショナルリーチ　左 ヒダリ		7		21

		重心テスト ジュウシン		7		42

		体前屈 タイゼンクツ		5		64

		体幹の回旋　右 タイカンカイセンミギ		4		79

		体幹の回旋　左 タイカンカイセンヒダリ		3		91

						100

		総数 ｎ		33

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ

				ⅲ		食事の対する意識が高まった。 ショクジタイイシキタカ

				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ

				ⅴ		自分の意見をサークル内でしっかり言えるようになった。 ジブンイケンナイイ

		（３）　波及効果の確認 ハキュウコウカカクニン

				ⅰ		自分でしっかり食べれる喜びを感じてもらえ、利用者の表情が穏やかになった。 ジブンタヨロコカンリヨウシャヒョウジョウオダ

				ⅱ		職員配置を見直すことにより、業務効率が上がった ショクインハイチミナオギョウムコウリツア

				ⅲ		３Fでは食事時の指示役を置いたことで、今まで以上に役割に対する職員の責任感が生まれ新人、ベテラン共に成長できた ショクジジシジヤクオイマイジョウヤクワリタイショクインセキニンカンウシンジントモセイチョウ

				ⅳ		利用者、職員に対する目配り、気配りが深まった。 リヨウシャショクインタイメクバキクバフカ

				ⅴ		利用者の外出頻度が少しではあるが上昇した。 リヨウシャガイシュツヒンドスコジョウショウ

										活動前後のグループ環境 カツドウゼンゴカンキョウ

		［８．歯止め］ ハド

				分  類 ブンタグイ				何  を ナニ						ど の 様 に ヨウ												時 間 ・ 頻 度 トキアイダヒンド						誰 が ダレ				管 理 手 法 カンリテホウ

				標 準 化 ヒョウジュンカ				チ ェ ッ ク シ ー ト						記 入 し て も ら っ た チ ェ ッ ク シ ー ト を キイリ												利 用 開 始 時 リヨウカイハジメジ						フ ロ ア リ ー ダ ー				ユ ニ ッ ト 会 議 カイギ

								の 活 用 カツヨウ						参 考 に 利 用 者 の 状 態 、 注 意 点 に サンコウリヨウシャジョウタイチュウイテン												状 態 変 化 時 ジョウタイヘンカジ						担 当 職 員 タントウショクイン				朝 の 会 アサカイ

														つ い て ユ ニ ッ ト 内 で 情 報 の 共 有 化 ナイジョウホウトモユウカ

														を 図 り 、 フ ロ ア 職 員 が 同 じ 対 応 が  ハカショクインオナタイオウ

														取 れ る よ う に す る 。 ト

								チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト の 内 容 に 関 す る ナイカタチカン												改 善 点 が あ っ た 際 アラタゼンテンサイ						神 前 、 中 野 カミマエナカノ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 オサムセイ						意 見 を 業 務 改 善 委 員 に 言 っ て イケンギョウツトムアラタゼンイインイ												ユ ニ ッ ト 会 議 時 カイギジ										神 前 、 中 野 カミマエナカノ

														も ら い 、 業 務 委 員 会 内 で 修 正 ギョウツトムイインカイナイオサムセイ

														し 、 改 定 版 を 職 員 に 配 布 し 周 知 アラタサダムバンショクインクバヌノシュウチ

														す る 。

								傾 き の 修 正 カタムオサムセイ						利 用 者 の 座 位 保 持 安 定 時 間 を  リヨウシャザクライホモチアンサダムトキアイダ												食 事 毎 ショクコトマイ						日 勤 者 ヒツトムシャ				食 事 前 に 職 員 ショクコトマエショクイン

														参 考 に 食 事 開 始 か ら 逆 算 し て サンコウショクコトカイハジメギャクザン																						同 士 で 確 認 ドウシアキラシノブ

														離 床 傾 き 修 正 も 同 時 に 行 う 。 ハナレユカカタムオサムセイドウトキオコナ

				教 育 キョウイク				チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト を 修 正 し た 際 に オサムセイサイ												改 定 版 が 出 た 際 アラタサダムバンデサイ						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 、 周 知 オサムセイシュウチ						修 正 点 を 周 知 、 記 入 の 徹 底 オサムセイテンシュウチキイリトオルソコ																						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ

														を 促 す 。 ウナガ

		［９．反省とまとめ］ ハンセイ

				CS－QCステップ										良くできたこと ヨ														出来なかったこと デキ

				（１）問題集め モンダイアツ										たくさんの問題が集まった モンダイアツ

				（２）テーマの選定 センテイ										いろいろな意見が出し合えた イケンダア

				（３）現状把握 ゲンジョウハアク										各人が自分の役割を果たせた カクジンジブンヤクワリハ

				（４）目標値の設定 モクヒョウチセッテイ										高い目標を立てることができた タカモクヒョウタ

				（５）要因の解析 ヨウインカイセキ										いろいろな見方、意見がよく出た ミカタイケンデ														時間がかなり掛かってしまった ジカンカ

				（６）対策立案の実施 タイサクリツアンジッシ										多角的な視点で取り組めた タカクテキシテントク

				（７）効果の確認 コウカカクニン										スムーズに行えた オコナ

				（８）歯止め ハド										継続案が具体的に出せた ケイゾクアングタイテキダ

				（９）反省とまとめ ハンセイ										内容がうまくまとまった ナイヨウ

				（１０）サークル会合 カイゴウ										遠慮のない意見が言い合えた エンリョイケンイア

				（１１）活動計画運営 カツドウケイカクウンエイ																								計画通りに進まず、かなり遅れた ケイカクドオススオク

		［１０．残された課題と今後の方針］ ノコカダイコンゴホウシン

		『課題』 カダイ

		①全入所者の食事に関する問題を早期に個々に把握・検討し、対応する。 ゼンニュウショシャショクジカンモンダイソウキココハアクケントウタイオウ

		②今回の活動を在宅復帰,外出機会の増加に向けた取り組みへの足掛りとし、家族へ発信していける環境を整備する。 コンカイカツドウザイタクフッキガイシュツキカイゾウカムトクアシガカカゾクハッシンカンキョウセイビ

		『方針』 ホウシン

		利用者だけでなく、家族を含めた在宅復帰、外出機会の増加への取り組みを行う。 リヨウシャカゾクフクザイタクフッキガイシュツキカイゾウカトクオコナ

		（２）　次回テーマ：　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] ジカイミテイ								〔水分補給のＱＣ活動の継続がしっかり出来ているかの検討〕 スイブンホキュウカツドウケイゾクデキケントウ



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）
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自立

介助を要する

自立

介助を要する

介助が必要な利用者の割合



実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前、嶋田　

全介助者以外への介助

全介助への介助

介助総数

全介助者以外への介助

全介助への介助

1

1

222

36

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　中川、佐藤

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

利用者全体の介助理由

自宅へ帰りたい

美味しい物が食べたい

買い物がしたい

孫や親戚に会いたい

その他

14

0

5

46.6666666667

3

63.3333333333

2

73.3333333333

6

80

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前、嶋田

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

利用者の食べこぼし回数

Ｔ．Ｋ

Ｙ．Ｈ

Ｈ．Ｋ

Ｔ．Ｙ

Ｍ．Ｍ

Ｉ．Ｗ

H．Ｍ

Ｔ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｋ．Ｈ

15

0

14

23.0769230769

12

44.6153846154

6

63.0769230769

5

72.3076923077

5

80

3

87.6923076923

2

92.3076923077

2

95.3846153846

1

98.4615384615

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　作成者　　嶋田

人数

特定利用者の自助具使用状況

使用している

使用していない

0

10

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　中野、山下

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

利用者の傾き回数

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｍ．Ｍ

Ｔ．Ｙ

Ｉ．Ｓ

H．Ｍ

Ｋ．Ｈ

Ｉ．Ｗ

Ｔ．Ｓ

25

0

17

27.7777777778

15

46.6666666667
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63.3333333333
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3

91.1111111111

2
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2

96.6666666667

1

98.8888888889

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前

回

対策前後の介助回数

対策前

対策後

155

90

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　中野、近藤

対策前

対策後

回

氏名

食べこぼし回数

Ｔ．Ｋ

Ｔ．Ｋ

Ｙ．Ｈ

Ｙ．Ｈ

Ｈ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｔ．Ｙ

Ｔ．Ｙ

Ｍ．Ｍ

Ｍ．Ｍ

Ｉ．Ｗ

Ｉ．Ｗ

H．Ｍ

H．Ｍ

Ｔ．Ｓ

Ｔ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｋ．Ｈ

Ｋ．Ｈ

15

7

14

6

12

6

6

4

5

4

5

3

3

2

2

2

2

1

1

1

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

対策前

対策後

氏名

回

傾き回数

Ｙ．Ｈ

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｍ．Ｍ

Ｍ．Ｍ

Ｔ．Ｙ

Ｔ．Ｙ

Ｉ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

H．Ｍ

H．Ｍ

Ｋ．Ｈ

Ｋ．Ｈ

Ｉ．Ｗ

Ｉ．Ｗ

Ｔ．Ｓ

Ｔ．Ｓ

25

13

17

9

15

7

10

6

8

5

7

5

3

3

2

3

2

2

1

1

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

自助具使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後

0

10

1

9

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

クッション使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後

1

9

5

5

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

項目

人数

クッションの使用状況

使用していない

使用している

9

1

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

食べこぼし、傾き修正の多い特定利用者への職員配置

配置できている

配置できていない

2

1

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

利用者対応時間

その他の利用者対応時間

氏名

分

特定利用者への食事時対応時間

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

25

20

15

30

5

40

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２  作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

要因の解析

系統図法での解析

.お互いの問題意識

活動流れの理解度

ＱＣ手法の理解度

仕事の取組み姿勢

仕事・学習の機会増

相互啓発の機会増

自由な発言雰囲気

対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


利用者の状態を知る為の チェック項目を業務改善


H２１、


チェックシートを作成する 委員会で検討する


２，１０


食事時の利用者の状態を


職員に理解してもらう


職員にいつ、どのように


H２１、


周知するか考える


２，２０


職員が利用者の状態を


体験する


利用者を参考にモデル


ケースを選ぶ


カンファレンス時に情報


を収集する


職員に食事時の状態を


周知する カンファレンスの情報を元


新規利用者の食事時の に現場の職員が状態を


状態を職員に理解して 確認する


もらう


○○否


中野


嶋田


◎◎採


○○


○△否


△○否


否


否


対策案の評価


○○否


否


◎○採


△△


業務改善委員会で話し合う


○○





チェックシート活用する





実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


利


用


者


の


状


態


を


知


る


仕


組


み


を


作


る


チェックシートを活用する


職員に周知する


研修委員長と話をする


体験内容を決める




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


離床時間早見表を作成


傾きの修正が必要な人の する


離床時間を変更する


食事時にベストな状態 離床に関する取り決めを


にする 作る


座位保持安定時間を把握 座位保持安定時間を調べ


する る


傾き修正が必要な人と


必要ない人に振り分ける


物品を使用して姿勢を


正しておく いろんな種類の物品を 硬さ、形、大きさなどの違


H２１、


用意しておく う物を集める


２，1６


どこにどのように物品を 傾いた姿勢と正しい姿勢


H２１、


入れるか考える の差を見る


２，１５


誰が物品を入れて姿勢を


正すか検討する。


個々の利用者の食べや


すい姿勢を把握する


本人の意見を元に基本の


座位姿勢と照らし合わせる


嶋田


山下


否


否


△否


否


否


採


採◎


◎


○


△


○否


否


○


○


○△


○


○


○


◎


◎


○








対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


傾


き


の


修


正


に


対


し


て


事


前


に


取


り


組


む


本人に聞く食べ易い姿勢を理解する


○


○


振り分ける基準を作る










対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


10日間調べる担当者を


決め、伝達する


利用者の座席配置変更を


実施する


調べるポイントを事前に


現状の職員配置に対する 伝えておく


問題点を調べる


利用者の座席と職員の


H２１、


意見を参考に各フロアご


２，２８


とに話し合う


利用者の座席配置を変更 介助・見守りを必要とする


する 人と必要でない人を分類


介助・見守りが必要である


必要ないか明確な基準を


作る


○△否


山下


◎○採


○○否


△否


○○否


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


職員の配置を変更する


食


事


時


の


介


助


・


見


守


り


の


効


率


的


な


座


席


、


職


員


配


置


に


す


る


職員配置を決める


現状把握をする








△




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


食事時に職員の役割とし 職員にどんな役割が必要


H２１、


てどんなものが必要か考 か職員に意見を聞く


２，２５


食事時の職員の役割分担 える


を決める


勤務表にて事前に決め


ておく


声掛けができていないこと


でどのような不具合が生じ


るか調べる


３０分に1度他の役割の所


を確認し合うようにする


自分の役割以外の利用者


の動きに目を配る


職員同士が役割に対する


進行状況を確認し合う 自分以外の役割を持つ


職員に対して利用者の動


きがあれば伝える


利用者の食事時、食後の


行動を理解する


次の行動を利用者に直接


聞く


介助が必要な利用者の フロア職員全員が利用者


行動を把握する の言動に対して早く対応


できるようにする


中野


○△否


○△否


△○否


○○否


○○否


○○否


○○否


○○否


△否


◎◎採


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


役


割


に


対


し


て


職


員


間


の


連


携


を


取


る


職員の役割分担を決める


マニュアル化する


現状を把握する


マニュアル化する


フロアリーダーに相談する


○




職員を配置した利用者 食べこぼし利用者上位３名 傾きがあるにもかかわらず、クッ


に集中的な対策が で全体の６０％を占めている ションの使用率が１０％と低い


とれていない 職員の知識不足


ＮＣ対応、トイレ誘導 自助具がない クッションの入れ方、どのような


事前に対応しようと などをしながら介助 物を使用してよいか分かって


する考えがない している自助具の必要性を いない


職員間の連携認識できていない その場で終わらせようと


事前に取り組む重要性 がとれていない している


が理解できていない 自立支援への取り組み


マニュアルができていない 事前に傾くを修正する


介助量が増えている 　がない 取り組みができていない


事に気付いていない 個々の摂取能力が


その場で修正しようと 職員の役割分担が理解できていない 事前に取り組むことの


　するから 　できていない 職員が今の状況でいい 　重要性が理解できて


と思っている 　　　いない


傾きのある利用者上位３名 職員を配置した利用者に 傾きのある人にクッション


で全体の６０％を占めている 　　集中的な対策がとれ 自助具の使用 を入れ修正できてい


ていないができていない 　ない


食べこぼし、傾きの多い利用者


の職員配置はできているが食べ


こぼし、傾きの介助が多い 職員の役割分担が 食べこぼし処理、傾き修正への


明確でない 事前の対応ができていない


職員間での話し


合いができて 食べこぼし、傾きの因果関係


職員１人当たりの見守り いない を考えられていない


介助範囲が広い 職員が傾いて食事をした


経験がない


介助、見守りの効率的な


座駅検討ができていない 利用者の状態を知る


仕組みがない


介助を要する利用者の 食べこぼし、傾きの因果関係


配置がバラバラである を理解できていない


食事介助をしながら 食べこぼし処理、傾き修正が


他の仕事をしている 介助全体の８割を占めている


利用者


介助方法


な


ぜ


食


べ


こ


ぼ


し


、


傾


き


の


介


助


総


数


が


減


ら


な


い


か


物品


作成者　嶋田　可奈子


作成日　Ｈ２０、１２，２５
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活動前


活動後


仲間との話し易さ


仲間との協力姿勢


お互いの仲間意識






①ご利用者の本当の想いを知り、その想いに寄り添う
ことで今を楽しく生き生きと生活してもらいたい

③在宅復帰の足掛かりとしたい

②ご利用者の笑顔がたくさん見たい、声が聴きたい

テーマの選定理由

1４名を対象者

現状把握④
自宅に帰って何をしたい？何をさせてあげたいですか？

ご利用者へのアンケート結果 ご家族へのアンケート結果

１．仏さん参りがしたい
２．孫やひ孫に会いたい

（孫に小遣いがやりたい）
３．家で好きなもん食べたい
４．自分の布団で寝たい
５．家の中の片付けしたい

１．仏さん、お墓参りがさせたい
２．遠くの娘、息子、孫、ひ孫に会わせたい
３．家で好きなもん食べさせたい
４．とにかく元気な内に家に連れて帰りたい
５．田んぼや畑を見せてあげたい
６．一緒にお酒が飲みたい

複数回答可

調査期間 H２９、１１、１５～H２９、１１、２２ 作成日 H２９、１１，２３ 作成者 長野、滝川
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Y.A O.R H.T B.S U.M I.H T.S K.S S.T S.S M.A F.T O.T I.K

キーパーソン

その他家族

３ヶ月のご家族の面会回数

調査期間 H２９、４、１～H２９、６、３０ 作成日 H２９、１１、２８ 作成者 馬場、大谷

ｎ＝２０５

（人）

現状把握⑤

キーパソンや家族の
協力なしでは
実現は難しい

４月

５月

６月

ご家族とご利用者 ご家族と職員の
関わりが少ない！
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ご利用者の日常生活動作状況現状把握⑥

調査期間 H２９、１２、９～H３０、１２、１９ 作成日 H３０、１，１０ 作成者 馬場、大谷

車椅子や
リクライニングの方が

多い！！

介助の方が
多い

介助を必要とする方が
１３名



* 認知症高齢者の
日常生活自立度

現状把握⑦

* 介護度

軽度の方から重度の方までバラバラ

調査期間 H２９、１２、９～H２９、１２、１１ 作成日 H３０、１，１０ 作成者 多田、池野

ｎ＝１４ ｎ＝１４
Ⅰ
1人 Ⅱa

1人

Ⅱｂ
2人

Ⅲa
4人

Ⅳ
5人

Ⅲｂ
1人

現状把握④ ご利用者の入所年数

3年未満

５年未満

５年以上

ｎ＝１４

１年未満の人は
いません。

入所年数が長くなれ
ば自宅に帰りずらく

なっている。
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		３年未満 ネンミマン		2

		５年未満 ネンミマン		9

		５年以上 ネンイジョウ		3







食事 排泄 移動
認知症高齢者の
日常生活自立度

介護度

Ｙ.Ａ きざみ・介助 オシメ・介助 車椅子・介助 Ⅰ 要介護 4

Ｏ.Ｒ 普通・自己 トイレ・自力 独歩 Ⅱa 要介護 2

Ｈ.Ｔ きざみ・自己 トイレ・介助 車椅子・自力 Ⅱｂ 要介護 3

Ｂ.Ｓ きざみ・自己 トイレ・介助 車椅子・自力 Ⅱｂ 要介護 3

Ｕ.Ｍ きざみ・自己 オシメ・介助 車椅子・自力 Ⅲa 要介護 4

Ｉ.Ｈ きざみ・介助 トイレ・介助 車椅子・介助 Ⅲa 要介護 3

Ｔ.Ｓ きざみ・介助 トイレ・介助 車椅子・介助 Ⅲa 要介護 4

Ｋ.Ｓ ペースト・介助 トイレ・介助 車椅子・介助 Ⅲa 要介護 4

Ｓ.Ｔ 普通・自己 トイレ・介助 独歩 Ⅲｂ 要介護 2

Ｓ.Ｓ ペースト・介助 トイレ・介助 車椅子・介助 Ⅳ 要介護 4

Ｍ.Ａ ペースト・介助 オシメ・介助 リクライニング・介助 Ⅳ 要介護 5

Ｆ.Ｔ ペースト・介助 オシメ・介助 車椅子・介助 Ⅳ 要介護 5

Ｏ.Ｔ 普通・自己 トイレ・介助 独歩 Ⅳ 要介護 2

Ｉ.Ｋ きざみ・介助 トイレ・介助 リクラニング・介助 Ⅳ 要介護 4

現状把握⑨ ご利用者状況の一覧表



ご利用者のリスク
（弊害因子）

現状把握⑧

調査期間 H２９、１２、２０～H２９、１２、２３ 作成日 H３０、１，１０ 作成者 藤井

氏名 移動 食事 排泄 易怒性 吸引 計

Ｙ．Ａ 1 1 1 1 0 4

Ｏ．Ｒ 0 1 0 1 0 2
Ｈ．Ｔ 0 1 １ 0 0 2
Ｂ．Ｓ 0 1 1 1 0 3
Ｕ．Ｍ 0 1 1 1 0 3
Ｉ．Ｈ 1 1 1 1 0 ４

Ｔ．Ｓ 1 1 1 1 0 4
Ｋ．Ｓ 1 1 1 1 0 2
Ｓ．Ｔ 0 0 1 0 0 1
Ｓ．Ｓ 1 1 1 0 0 3
Ｍ．Ａ 1 1 1 1 1 5
Ｆ．Ｔ 1 1 1 1 0 4
Ｏ．Ｔ 0 1 0 1 0 2
Ｉ．Ｋ 1 1 1 1 0 4

現状把握⑧

一時帰宅に対する弊害因子（介助量）を点数化

ｎ＝４５（点）

調査期間 H２９、１２、２４～H２９、１２、２５ 作成日 H３０、１，１２ 作成者 多田

精神的に
不安定になること

点
数
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
高
リ
ス
ク
！
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				弊害因子 ヘイガイインシ		系列 2		系列 3

		Y.A		4		2.4		2

		O.R		2		4.4		2

		H.T		2		1.8		3

		B.S		3		2.8		5

		U.M		3

		I.H		4

		T.S		4

		K.S		4

		S.T		1

		S.S		3

		M.A		5

		F.T		4

		O.T		2

		I.K		4







職員アンケート

なぜご利用者は自宅へ帰宅できていないと思いますか？

１、車椅子やリクライニングで自宅への帰宅は難しいと思う
２、ご家族が帰宅した際の介護に不安を感じていると思う

３、帰宅した時のご利用者の体調面に不安があるから
４、排泄面に不安があるから

５、その他

現状把握⑩ 2階職員16名対象

調査期間 H３０、１、２４～H３０、１、３０ 作成日 H３０、１，３０ 作成者 前田、

家族アンケート現状把握⑩ 対象ご利用者家族 1４名対象

ご利用者が一時帰宅した際、ご家族が困ることはありますか？

１、車椅子や寝たきりやから、家の中に入れてあげるのは難しい
２、介護するのは家族ではできない（車椅子から降ろしたり等）

３、施設に帰りたくないと言われたら困る

４、トイレに連れていったり、オシメをかえるのが困る

５、帰宅した時、体調がわるくなったら困る

６、精神的に不安定になったら対応できない

７、その他 調査期間 H２９、１２、１５～H３０、１、１５ 作成日 H３０、１，２３ 作成者 藤井、滝川



現状把握から分かったことまとめ

１、対象ご利用者の方のキーパーソンの面会回数は１４名中７名の方が特に少ない

２、移動手段が車椅子・リクライニングの方が多い

３、食事・排泄においては半数以上の方が介助を要する

４、介護度・認知症高齢者の日常生活自立度は軽度～重度までバラつきがあった

５、対象ご利用者は3年～5年の比較的に入所年数が長い方が多い

６、生活時の動作が自立していても認知症状が重く帰宅できていない

７、認知症状が軽い方でも介助量が多い方は帰宅できていない

８、弊害因子（介助量）は、１点～５点であった

９、ご家族、職員ともに帰宅した時のご家族の介護負担が大きいと感じている

10、車椅子やリクライニングの方が多く、ご家族、職員ともには自宅への帰宅は難しいと思っている

11、ご家族、職員ともに長く家で過ごすことは体調面で難しいと思っている

12、職員は自宅へ帰れない理由として身体的理由を挙げている

13、ご家族は自宅へ帰れない理由として身体的理由以外にも、認知症状に対する不安の声も多く挙がっている

目標値の設定

家に帰ってみたいと思っているご利用者１４名全員が帰宅する



利用者

自宅への帰宅におけるリスクについて

のサービスが考えられていない

車椅子やリクライニングの

方が多いので帰宅は難いい

職員

な
ぜ
自
宅
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ご
利
用
者
が
自
宅
に
一
時
帰
宅
で
き
て
い
な
い
の
か

排泄面での問題を解決できていない

問題を抽出できていない

家族の負担を軽減する方

法が明確でない

方法

車椅子やリクライニングだと帰宅に関して様々

な問題があることが明確でない

長く家で過ごす事は難しいと

思っている

帰宅においての体調面での不安を解消するよ

うな対策が取れていない

長く家で過ごしておこる問

題点を抽出できていない

問題点の抽出における話し合いが

できていない

どのような問題点があるか打ち出せ

ていない

長く家で過ごせるような解決策

が打ち出せていない

家族が負担となる

家族の負担を軽減しようとしてい

ない

問題点を様々な角度から話し合えていな

い

排泄介助は家族がするもの

と思っている

様々な問題点を詳細に抽出で

きていない

家族の負担が何であるか抽出でき

ていない

多職種で問題点を話し合え

ていない

家族に負担をかけない

支援方法を考えられていない

排泄担当者との話し合いが

持てていない

様々な問題連を打ち出す機会

を持てていない

様々な問題点対してリスク解

決策をこうじていない

多職種職員が自宅への帰宅におい

てリスク解決解決に向け積極的に関

われていない

ＤｒＮＣを含める体調面をフォロー

するための対策案が打ち出せてい

どのような形で多職種に協力

してもらうかを打ち出せてい

具体的な帰宅計画ができていない

自宅への帰宅における

ご家族との話し合いの場を

自宅の帰宅について考え、

思いを聞けていない

家族の考え思いを聞く機会ない

家族の考え思いを聞く機会を

作れていない

帰宅する事のご利用者への

メリットを考えている

家族自身が自宅への帰宅は難

しいと諦めの気持ちを持っている

どのようなメリットがあるか

知らされていない

御利用者は帰宅に対して

諦めの気持ちがあると思っている

家族から思いを聞くための

方法が分からない

家族の手当の帰宅への思いを

聞けていない

一時帰宅における手

当の思いを聞くための

話し合いの場をつくれ

ていない

家族から思いを聞くための

マニュアルがない

帰宅に対する重要性を

感じていない

帰宅に対する重要性を十分に

理解していない
重要性を周知

周知する方法を

要因解析

①具体的な帰宅計画を
作成できていない

②自宅への帰宅におけるご家
族との話し合いの場を作れて
いない

職員利用者

方法

な
ぜ
自
宅
に
帰
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

ご
利
用
者
が
自
宅
に
帰
れ
な
い
の
か
？

④自宅への帰宅におけるリスク
についてのサービスを考えられ
ていない

③多職種職員が自宅への
帰宅においてリスク解決
に向け積極的に関われて
いない



自
宅
に
帰
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

ご
利
用
者
が
自
宅
に
一
時
帰
宅
す
る

ケアプランに帰宅計画を組み入れ、プラン見直し
時に話合いの場を持つ

職員、ご利用者、ご家族それぞれの帰宅
までの流れを整理する

対策立案②

対策立案①

自宅への帰宅におけるご家族
との話し合いの場を作る

ご家族と話し合う日時を調整する

帰宅におけるご家族との話し合いのためのチェックリストを作る

帰宅における必要項目を打ち出し、
一連の流れを作る

帰宅実行の為の流れ
を整理する

具体的な帰宅計画を
作成する 職員アンケートにて情報を収集する

多職種で帰宅計画における話合いの場を作る
様々な角度からの帰宅実行の
為の情報を収集する

帰宅実行の為に必要で
ある情報を把握する

家族が負担とならないような形での話合いの場を作る

ご家族と話し合う内容（項目）を打ち出す

対策立案③

面会時に聞き取り調査をし、情報収集をする

帰宅におけるリスクを様々な角度より調査する 各職種間で考えられる問題点、リスクを打ち出す

家族より不安事項を聞き取る自宅へ帰宅することでご家
族が抱える不安事項を知る

多職種職員が自宅への帰宅において
リスク解決に向け積極的に関わる

ケアマネを通して聞き取り調査を行う

対策立案④

自宅への帰宅におけるリスクに
ついてのサービを考える

各職種で出来るサービスを調査するリスクよりどのようなサー
ビスが必要か考える

ご家族の抱える問題をどのようなサービスで解決できるか検討する

あらゆる角度から提供出来る
サービスを考える



帰宅記録
・利用者（　　　　　　　　　　　　　　　　）
・担当職員（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・決行日　　　月　　　日　　（　　）　　　
・出発時間（　　　　：　　　　）　帰園時間（　　　：　　　　）
・付き添い職員（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　車種（　　　　　　　　　　　　　　　　）
・実施内容

・利用者（反応・笑顔の評価・帰園後の変化等）

・家族（反応等）

・職員のコメント

・今後の課題

１ ３ ５ ７ ９ 11

ｃ

ｖ
無関心 怒っている 普通の表情 やや微笑んでいる 笑顔 最高の笑顔

対策案の評価 実施計画

効果 実現性 採・否 だれが いつまで

× × 不 馬場 ２月下旬

× ○ 不 高木 ２月下旬

○ ○ 採 高木
３月初旬

具体的な帰宅計画を作成する

１

２

多職種で帰宅計画における話合いの場を作る

職員アンケートにて情報を収集する

帰宅における必要項目を打ち出し、
一連の流れを作る３

対策立案①

帰宅マニュアル（一時帰宅編） 
【家族】 

① 外出（一時帰宅）の有無の調査・・聞き取り調査  
↓ 
【家族・利用者】 

② 帰宅時の要望・希望についての調査（聞き取り・アンケートにて） 
↓ 
【家族】 

③ 利用者の思いを家族に伝え、思いが叶えられるような取り組みの提案・理

解を得る 
↓ 
④ 利用者の思いを実現するために、帰宅時における家族が抱えるリスク調査

（不安・問題点・疑問点） 
   ※家族の協力は何処まで得られるか調査（聞き取り） 
↓ 
⑤ 家族調査から出た問題点・不安・疑問点について多職種にて話し合う 
↓   
⑥ 自宅訪問を行い、リスク（問題点）をさらに調査 
↓ 
⑦ 多職種にて解決策を打ち出す 
↓ 
⑧ 解決策を家族に伝える（話し合いの場を持つ） 

  ※家族の都合等により、面会時、電話連絡等にて話し合うこともあり 
↓ 
⑨ 最終日程調整 

１、 家族に都合良い日時を聞き取り、日程調整実施 
２、 付き添い・運転手等の職員の確保 
３、 車の手配（デイの送迎等との調整） 

↓ 
⑩ 一時帰宅決行 
↓ 
⑪ 実施経過の記録（記録用紙参照） 

１、 実施に至るまでの経過の記録 
２、 実施後の反省会実施 
３、 実施してみての反省、留意点、今後の課題、今後のさらなる目標 

聞き取りの順序からリスクの抽出

車の手配等の手順をマニュアル化し

スムーズに取り組める

ようになった！！

一連の流れを整理

帰宅マニュアル
今回の活動において

サークル独自の
帰宅記録を作成

記録に残すことで

活動の効果を確認して、

活動の質を上げて
いきました

新たな課題を発見、
改善！

笑顔の評価



対策案の評価 実施計画

効果 実現性 採・否 だれが いつまで

〇 〇 採 藤井 ３月初旬

〇 〇 採 滝川
３月初旬～
４月初旬

○ 〇 採 多田
４月中旬

自宅への帰宅におけるご家族との
話し合いの場を作る

１

２

ご家族と話し合う日時を調整する

ケアプランに帰宅計画を組み入れ、
プランを見直し時に話し合いの場をもつ

帰宅における、ご家族との話し合いのための
チェックリストを作る３

対策立案②

自宅への帰宅をケアプランに組み入れる プラン見直し時など
話合いの機会つくり

Ｙ．Ａ様

様々な視点から
アイデアをもらいました！

サークルメンバー以外の
職員にも活動を理解してもらった

帰宅についての聞き取りチェックシート作成

１，　ご家族に連絡を取る

自宅への帰宅はどうですか？

２，ご家族の帰宅に対しての不安になる事を聞き取る。
（ア）自宅の構造　玄関の広さ・上がりかまちの高さ等

（イ）送迎の手段
・施設　　　　　　・ご家族

（ウ）ご利用者の体調

（エ）介助の面

３、自宅に帰った時、何をしたい・してあげたいか

帰宅についてのご家族様への聞き取りチェックシート

ご家族から
必要な情報収集！


Sheet1

										帰宅についてのご家族様への聞き取りチェックシート



										１，　ご家族に連絡を取る



										自宅への帰宅はどうですか？





										２，ご家族の帰宅に対しての不安になる事を聞き取る。 キタク

										（ア）自宅の構造　玄関の広さ・上がりかまちの高さ等







										（イ）送迎の手段

										・施設　　　　　　・ご家族



										（ウ）ご利用者の体調







										（エ）介助の面







										３、自宅に帰った時、何をしたい・してあげたいか











対策案の評価 実施計画

効果 実現性 採・否 だれが いつまで

〇 〇 採 大谷 ２月初旬

〇 〇 採 馬場 ２月初春

○ 〇 採 多田
４月初旬

１

２

各職種間で考えられる
問題点、リスクを打ち出す

ケアマネを通して
聞き取り調査を行う

面会時に聞き取り調査をし、
情報収集をする３

対策立案③ 多職種職員が自宅への帰宅において
リスク解決に向け積極的に関わる

対策案の評価 実施計画

効果 実現性 採・否 だれが いつまで

〇 〇 採 池野 ３月初旬

〇 〇 採 前田
３月初旬

１

２

各職種で出来る
サービスを調査する

ご家族の抱える問題をどのような
サービスで解決できるか検討する

対策立案④ 自宅への帰宅におけるリスクに
ついてのサービスを考える



１，　ご家族に連絡を取る

自宅への帰宅はどうですか？

２，ご家族の帰宅に対しての不安になる事を聞き取る。
（ア）自宅の構造　玄関の広さ・上がりかまちの高さ等

（イ）送迎の手段
・施設　　　　　　・ご家族

（ウ）ご利用者の体調

（エ）介助の面

３、自宅に帰った時、何をしたい・してあげたいか

帰宅についてのご家族様への聞き取りチェックシート

話合いをスムーズに行う
為にご家族への

聞き取り
チェックシート使用

事前に家族より
不安事項の

聞き取り調査実施

対策立案③と④

多職種で話し合い自宅への
帰宅においてのリスクを打ち出す


Sheet1

										帰宅についてのご家族様への聞き取りチェックシート



										１，　ご家族に連絡を取る



										自宅への帰宅はどうですか？





										２，ご家族の帰宅に対しての不安になる事を聞き取る。 キタク

										（ア）自宅の構造　玄関の広さ・上がりかまちの高さ等







										（イ）送迎の手段

										・施設　　　　　　・ご家族



										（ウ）ご利用者の体調







										（エ）介助の面







										３、自宅に帰った時、何をしたい・してあげたいか











帰宅についてのリスクと決定事項

? 帰宅の日時（家族の希望）第3 希望まで

? 日時決定日

? 送迎の車

? 職員の手配（送迎、自宅での付き添い）

? 家族の不安事項とリスク

? 決定事項

帰宅へのリスクと決定事項

対策立案③と④

この情報
を元に

自宅へ帰宅する際考えられるリスク一覧
名前 リスク 解決策

真鍋 アイコ

１、リクライニングに長時間乗っ
ていることは難しい

２、リクライニングでの自宅への
乗り入れは難しい

３、急な体調の変化が心配
４、痰吸引が必要

１、ご家族に依頼し臥床出来る場所を
作っていただく

２、ご利用者を室内へ上がるためには
ご利用者を持ち上げる事が必要と

なるため男性職員２名付き添いする
３、看護師が付き添う（医師が帰宅前に
診察細かな対応を指示）

４、簡易吸引機を持参する

田中 栄

１、自宅へ上がるには高い段差が
あり難しい

２、車椅子からご自分の部屋の
ベットに家族では移せない

３、家族との食事は誤嚥の心配が
ある

４、きざみ食の準備が家族では
分からない

１、施設手作りのスロープを持参する
２、職員２名が付き添い介助する
３、職員が付き添い、家族と相談し、必要
時は介助にあたる（看護師付き添い）

３、吸引機持参
４、食事を施設側で用意し、持参する

山下 秋江

１、段差が高く、また狭いため
スロープが使用出来ない

２、普段お尻が痛く長時間座って
いられないとの訴えあり

３、普段自宅への帰宅願望ある
ため不穏状態になる可能性あり

１、ご利用者を室内へ上がるためにはご
利用者を持ち上げる事が必要となる
ため男性職員２名付き添いする

２、リハスタッフに相談し、座位保持の

検討していただく
３、事前にご家族と話をして、統一した
声かけを行う等様々な状況を想定した
対応を家族と話し合っておく

M.A様

T.S様

I.H様

ご家族への不安事項の

聞き取り調査

聞き取りチェックシートと

個々の職種の立場から

リスクを考え

提供できる
サービスを
打ち出し

問題解決

リスク 解決策



ご家族と日時を調整

自宅に下見へ行かせて
いただき問題点を調査

・家の出入り幅
・車の乗り降り、場所
・トイレの確認
・家の間取りなど・・・

対策立案③と④

対策の一例

職員手作りスロープ
家の幅に合った車椅子

乗り入れが
楽です

ゆるやかな傾斜を
作ることが
出来ました

廊下が狭い等
自宅の環境に合った

車椅子等の
福祉用具を用意



手土産として
おやつを用意

管理栄養士・調
理師協力

帰宅までの綿密な

打ち合わせ

介護支援専門員協力

車
運転手
手配

支援相談員協力

シフト調整

シフト作成者協力

自宅への下見
リハビリ内容見直し

リハビリスタッフ協力

対策立案③と④



効果の確認効果の確認

自
宅
へ
帰
っ
て

み
た
い

作成日 H２９．１１．１０ 作成者 池野 川西 作成日 H３０．７．１２ 作成者 池野 川西

自
宅
へ
帰
っ
て

み
た
い


Graph1

		自宅へ帰りたい		0

		美味しい物が食べたい		46.6666666667

		買い物がしたい		63.3333333333

		孫や親戚に会いたい		73.3333333333

		その他		80

				100



(％)

累積比率

数量

累積比率 ％

回

14

5

3

2

6



パレート図 (個人食べこぼし量)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		140		0

		Ｙ．Ｈ		70		27

		Ｈ．Ｋ		70		41

		Ｉ．Ｗ		70		55

		Ｔ．Ｙ		50		69

		Ｍ．Ｍ		50		78

		Ｉ．Ｓ		40		88

		H．Ｍ		20		96

		Ｔ．Ｓ		10		100

		総数 ｎ		510

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 (個人食べこぼし量)

		



&A

Page &P

(g）

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

量

食べこぼし量



パレート図 （全体）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		自宅へ帰りたい ジタクカエ		14		0

		美味しい物が食べたい オイモノタ		5		47

		買い物がしたい カモノ		3		63

		孫や親戚に会いたい マゴシンセキア		2		73

		その他 タ		6		80

						100

		総数 ｎ		30

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

利用者全体の介助理由



パレート図 （全体）対策前 

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		90		0

		食べこぼし タ		65		41

		食べている量をみて タリョウ		30		70

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		23		83

		食事摂取摂取困難 ショクジセッシュセッシュコンナン		10		94

		食事拒否 ショクジキョヒ		4		98

						100

		総数 ｎ		222

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												ｎ＝222

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）対策前 

		



&A

Page &P

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理 由

回

対 策 前 の 介 助 理 由



パレート図 （全体）対策後

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		転倒・転落 テントウテンラク		70		0

		異食 イショク		36		45

		表皮剥離 ヒョウヒハクリ		20		68

		打撲 ダボク		20		81

				6		94

				4		97

						100

		総数 ｎ		156

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												n＝140

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　作成日　　Ｈ２１、３，１０　作成者　　中川、中野



パレート図 （全体）対策後

		



&A

Page &P

対 策 後 の 介 助 理 由

累積比率

数量

累積比率 ％

理 由

回



パレート図（介助理由 ）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		36		0

		食べこぼし タ		16		59

		食べている量をみて タリョウ		3		85

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		3		90

		食事動作摂取困難 ショクジドウサセッシュコンナン		2		95

		食事拒否 ショクジキョヒ		1		98

						100

		総数 ｎ		61

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　山下、嶋田



パレート図（介助理由 ）

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

介助理由



パレート図 (個人傾き)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｙ．Ｈ		25		0

		Ｔ．Ｋ		17		28

		Ｈ．Ｋ		15		47

		Ｍ．Ｍ		10		63

		Ｔ．Ｙ		8		74

		Ｉ．Ｓ		7		83

		H．Ｍ		3		91

		Ｋ．Ｈ		2		94

		Ｉ．Ｗ		2		97

		Ｔ．Ｓ		1		99

						100

		総数 ｎ		90

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝90

				は自動計算

										ｎ＝10

										ｎ＝3

										ｎ＝45

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 (個人傾き)

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

特定利用者の傾き回数



活動計画

		

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （個人食べこぼし回数）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		15		0

		Ｙ．Ｈ		14		23

		Ｈ．Ｋ		12		45

		Ｔ．Ｙ		6		63

		Ｍ．Ｍ		5		72

		Ｉ．Ｗ		5		80

		H．Ｍ		3		88

		Ｔ．Ｓ		2		92

		Ｉ．Ｓ		2		95

		Ｋ．Ｈ		1		98

						100

		総数 ｎ		65

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝65

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 （個人食べこぼし回数）

		



&A

Page &P

(％)
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数量

累積比率 ％

氏名

回

特定利用者の食べこぼし回数



パレート図

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ａ		28		0

		Ｂ		18		29

		Ｃ		16		47

		Ｄ		14		64

		Ｅ		11		78

		Ｆ		10		90

						100

		総数 ｎ		97

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図

		



&A

Page &P

(個）

(％)

○○のパレート図

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

ｎ=120               
Ｈ15.4.1～5.30



グループ環境

		

						　サークル活動のグループ環境 カツドウカンキョウ										色部に入力 イロブニュウリョク

				該当する人数を青色枠に入れる。 ガイトウニンズウアオイロワクイ

						　　　評　　　価　　　順　　　位 ヒョウカジュンイ								人数 ニンズウ		8

				ほとんど 1		少しは 3 スコ		かなり 5		相当に 7 ソウトウ		極めて 9 キワ		評　価　点 ヒョウカテン				前回評価点 ゼンカイヒョウカテン

		　　　チェツク項目 コウモク		<30%		30-40%		40-60%		60-80%		>80%		行の合計 ギョウゴウケイ		行の平均 ギョウヘイキン

		1.活動流れの理解度 カツドウナガリカイド				3		5						34		4.3		2.2

		2.ＱＣ手法の理解度 シュホウリカイド		1		3		4						30		3.8		3.0

		3.仲間との話し易さ ナカマハナシヤス				2		4		2				40		5.0		3.0

		4.仲間との協力姿勢 ナカマキョウリョクシセイ		1		3		3		1				32		4.0		2.3

		5.お互いの仲間意識 オタガナカマイシキ				3		4		1				36		4.5		3.0

		6.お互いの問題意識 オタガモンダイイシキ				5		3						30		3.8		2.4

		7.自由な発言雰囲気 ジユウハツゲンフンイキ				2		3		3				42		5.3		2.8

		8.仕事の取組み姿勢 シゴトトリクシセイ				3		3		2				38		4.8		3.0

		9.仕事・学習の機会増 シゴトガクシュウキカイゾウ		1		3		4						30		3.8		2.5

		10.相互啓発の機会増 ソウゴケイハツキカイゾウ		1		1		4		2				38		4.8		2.5



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）
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Sheet2

		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								佐　藤　、中　川 サフジナカカワ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								近　藤 コンフジ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								眞　田 シンタ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								神　前 カミマエ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								山　下　、中　野 ヤマシタナカノ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								近　藤　、中　川 コンフジナカカワ

				歯　止　め ハドメ								佐　藤　、山　下 サフジヤマシタ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								神　前　、中　野 カミマエナカノ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ

				ⅲ		食事の対する意識が高まった。 ショクジタイイシキタカ

				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ

				ⅴ		自分の意見をサークル内でしっかり言えるようになった。 ジブンイケンナイイ

		（３）　波及効果の確認 ハキュウコウカカクニン

				ⅰ		自分でしっかり食べれる喜びを感じてもらえ、利用者の表情が穏やかになった。 ジブンタヨロコカンリヨウシャヒョウジョウオダ

				ⅱ		職員配置を見直すことにより、業務効率が上がった ショクインハイチミナオギョウムコウリツア

				ⅲ		３Fでは食事時の指示役を置いたことで、今まで以上に役割に対する職員の責任感が生まれ新人、ベテラン共に成長できた ショクジジシジヤクオイマイジョウヤクワリタイショクインセキニンカンウシンジントモセイチョウ

				ⅳ		利用者、職員に対する目配り、気配りが深まった。 リヨウシャショクインタイメクバキクバフカ

				ⅴ		利用者の外出頻度が少しではあるが上昇した。 リヨウシャガイシュツヒンドスコジョウショウ

										活動前後のグループ環境 カツドウゼンゴカンキョウ

		［８．歯止め］ ハド

				分  類 ブンタグイ				何  を ナニ						ど の 様 に ヨウ												時 間 ・ 頻 度 トキアイダヒンド						誰 が ダレ				管 理 手 法 カンリテホウ

				標 準 化 ヒョウジュンカ				チ ェ ッ ク シ ー ト						記 入 し て も ら っ た チ ェ ッ ク シ ー ト を キイリ												利 用 開 始 時 リヨウカイハジメジ						フ ロ ア リ ー ダ ー				ユ ニ ッ ト 会 議 カイギ

								の 活 用 カツヨウ						参 考 に 利 用 者 の 状 態 、 注 意 点 に サンコウリヨウシャジョウタイチュウイテン												状 態 変 化 時 ジョウタイヘンカジ						担 当 職 員 タントウショクイン				朝 の 会 アサカイ

														つ い て ユ ニ ッ ト 内 で 情 報 の 共 有 化 ナイジョウホウトモユウカ

														を 図 り 、 フ ロ ア 職 員 が 同 じ 対 応 が  ハカショクインオナタイオウ

														取 れ る よ う に す る 。 ト

								チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト の 内 容 に 関 す る ナイカタチカン												改 善 点 が あ っ た 際 アラタゼンテンサイ						神 前 、 中 野 カミマエナカノ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 オサムセイ						意 見 を 業 務 改 善 委 員 に 言 っ て イケンギョウツトムアラタゼンイインイ												ユ ニ ッ ト 会 議 時 カイギジ										神 前 、 中 野 カミマエナカノ

														も ら い 、 業 務 委 員 会 内 で 修 正 ギョウツトムイインカイナイオサムセイ

														し 、 改 定 版 を 職 員 に 配 布 し 周 知 アラタサダムバンショクインクバヌノシュウチ

														す る 。

								傾 き の 修 正 カタムオサムセイ						利 用 者 の 座 位 保 持 安 定 時 間 を  リヨウシャザクライホモチアンサダムトキアイダ												食 事 毎 ショクコトマイ						日 勤 者 ヒツトムシャ				食 事 前 に 職 員 ショクコトマエショクイン

														参 考 に 食 事 開 始 か ら 逆 算 し て サンコウショクコトカイハジメギャクザン																						同 士 で 確 認 ドウシアキラシノブ

														離 床 傾 き 修 正 も 同 時 に 行 う 。 ハナレユカカタムオサムセイドウトキオコナ

				教 育 キョウイク				チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト を 修 正 し た 際 に オサムセイサイ												改 定 版 が 出 た 際 アラタサダムバンデサイ						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 、 周 知 オサムセイシュウチ						修 正 点 を 周 知 、 記 入 の 徹 底 オサムセイテンシュウチキイリトオルソコ																						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ

														を 促 す 。 ウナガ

		［９．反省とまとめ］ ハンセイ

				CS－QCステップ										良くできたこと ヨ														出来なかったこと デキ

				（１）問題集め モンダイアツ										たくさんの問題が集まった モンダイアツ

				（２）テーマの選定 センテイ										いろいろな意見が出し合えた イケンダア

				（３）現状把握 ゲンジョウハアク										各人が自分の役割を果たせた カクジンジブンヤクワリハ

				（４）目標値の設定 モクヒョウチセッテイ										高い目標を立てることができた タカモクヒョウタ

				（５）要因の解析 ヨウインカイセキ										いろいろな見方、意見がよく出た ミカタイケンデ														時間がかなり掛かってしまった ジカンカ

				（６）対策立案の実施 タイサクリツアンジッシ										多角的な視点で取り組めた タカクテキシテントク

				（７）効果の確認 コウカカクニン										スムーズに行えた オコナ

				（８）歯止め ハド										継続案が具体的に出せた ケイゾクアングタイテキダ

				（９）反省とまとめ ハンセイ										内容がうまくまとまった ナイヨウ

				（１０）サークル会合 カイゴウ										遠慮のない意見が言い合えた エンリョイケンイア

				（１１）活動計画運営 カツドウケイカクウンエイ																								計画通りに進まず、かなり遅れた ケイカクドオススオク

		［１０．残された課題と今後の方針］ ノコカダイコンゴホウシン

		『課題』 カダイ

		①全入所者の食事に関する問題を早期に個々に把握・検討し、対応する。 ゼンニュウショシャショクジカンモンダイソウキココハアクケントウタイオウ

		②今回の活動を在宅復帰,外出機会の増加に向けた取り組みへの足掛りとし、家族へ発信していける環境を整備する。 コンカイカツドウザイタクフッキガイシュツキカイゾウカムトクアシガカカゾクハッシンカンキョウセイビ

		『方針』 ホウシン

		利用者だけでなく、家族を含めた在宅復帰、外出機会の増加への取り組みを行う。 リヨウシャカゾクフクザイタクフッキガイシュツキカイゾウカトクオコナ

		（２）　次回テーマ：　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] ジカイミテイ								〔水分補給のＱＣ活動の継続がしっかり出来ているかの検討〕 スイブンホキュウカツドウケイゾクデキケントウ
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Sheet1

		対　策　要　因 タイサクヨウイン		ど　う　す　る		具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ		担当者 タントウシャ		場　所 バトコロ		何時迄に イツマデ

		① 食 事 時 の 利 用 者 の 状 態 ショクコトジリヨウシャジョウタイ		利 用 者 の 食 事 時 の リヨウシャショクコトジ		チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、１０

		を 知 る 仕 組 み を 作 る シツコウクミツク		状 態 を 知 る 為 、 チ ェ ッ ジョウタイシタメ		でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

				ク シ ー ト を 作 成 す る サクシゲル		シートを完成させる カンセイ

				職 員 に 周 知  する ショクインシュウチ		チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、２０

						どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

		② 傾 き 修 正 に 対し て 事 前に カタムオサムセイタイコトマエ		物 品 を 使 用 し て 姿 勢 モノシナツカヨウスガタゼイ		各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン		各フロア職員 カクショクイン		２F、３Ｆ		H２１、２、１６

		取 り 組 む トク		を 正 し て お く タダ		収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

						使用する シヨウ

						傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、１５

						どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

						する

		③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ		利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ		職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ		業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ		施設内 シセツナイ		H２１、２、２５

		職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ		食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

				する

		④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ		職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ		利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク		各フロア職員 カクショクイン		２F、３Ｆ		H２１、２、２８

		効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ		する		ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

		する
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実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

食べこぼし、傾き修正の多い特定利用者への職員配置
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要因の解析

系統図法での解析
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ＱＣ手法の理解度
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自由な発言雰囲気
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		対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ
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		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ

				ⅲ		食事の対する意識が高まった。 ショクジタイイシキタカ

				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ

				ⅴ		自分の意見をサークル内でしっかり言えるようになった。 ジブンイケンナイイ

		（３）　波及効果の確認 ハキュウコウカカクニン

				ⅰ		自分でしっかり食べれる喜びを感じてもらえ、利用者の表情が穏やかになった。 ジブンタヨロコカンリヨウシャヒョウジョウオダ

				ⅱ		職員配置を見直すことにより、業務効率が上がった ショクインハイチミナオギョウムコウリツア

				ⅲ		３Fでは食事時の指示役を置いたことで、今まで以上に役割に対する職員の責任感が生まれ新人、ベテラン共に成長できた ショクジジシジヤクオイマイジョウヤクワリタイショクインセキニンカンウシンジントモセイチョウ

				ⅳ		利用者、職員に対する目配り、気配りが深まった。 リヨウシャショクインタイメクバキクバフカ

				ⅴ		利用者の外出頻度が少しではあるが上昇した。 リヨウシャガイシュツヒンドスコジョウショウ

										活動前後のグループ環境 カツドウゼンゴカンキョウ

		［８．歯止め］ ハド

				分  類 ブンタグイ				何  を ナニ						ど の 様 に ヨウ												時 間 ・ 頻 度 トキアイダヒンド						誰 が ダレ				管 理 手 法 カンリテホウ

				標 準 化 ヒョウジュンカ				チ ェ ッ ク シ ー ト						記 入 し て も ら っ た チ ェ ッ ク シ ー ト を キイリ												利 用 開 始 時 リヨウカイハジメジ						フ ロ ア リ ー ダ ー				ユ ニ ッ ト 会 議 カイギ

								の 活 用 カツヨウ						参 考 に 利 用 者 の 状 態 、 注 意 点 に サンコウリヨウシャジョウタイチュウイテン												状 態 変 化 時 ジョウタイヘンカジ						担 当 職 員 タントウショクイン				朝 の 会 アサカイ

														つ い て ユ ニ ッ ト 内 で 情 報 の 共 有 化 ナイジョウホウトモユウカ

														を 図 り 、 フ ロ ア 職 員 が 同 じ 対 応 が  ハカショクインオナタイオウ

														取 れ る よ う に す る 。 ト

								チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト の 内 容 に 関 す る ナイカタチカン												改 善 点 が あ っ た 際 アラタゼンテンサイ						神 前 、 中 野 カミマエナカノ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 オサムセイ						意 見 を 業 務 改 善 委 員 に 言 っ て イケンギョウツトムアラタゼンイインイ												ユ ニ ッ ト 会 議 時 カイギジ										神 前 、 中 野 カミマエナカノ

														も ら い 、 業 務 委 員 会 内 で 修 正 ギョウツトムイインカイナイオサムセイ

														し 、 改 定 版 を 職 員 に 配 布 し 周 知 アラタサダムバンショクインクバヌノシュウチ

														す る 。

								傾 き の 修 正 カタムオサムセイ						利 用 者 の 座 位 保 持 安 定 時 間 を  リヨウシャザクライホモチアンサダムトキアイダ												食 事 毎 ショクコトマイ						日 勤 者 ヒツトムシャ				食 事 前 に 職 員 ショクコトマエショクイン

														参 考 に 食 事 開 始 か ら 逆 算 し て サンコウショクコトカイハジメギャクザン																						同 士 で 確 認 ドウシアキラシノブ

														離 床 傾 き 修 正 も 同 時 に 行 う 。 ハナレユカカタムオサムセイドウトキオコナ

				教 育 キョウイク				チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト を 修 正 し た 際 に オサムセイサイ												改 定 版 が 出 た 際 アラタサダムバンデサイ						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 、 周 知 オサムセイシュウチ						修 正 点 を 周 知 、 記 入 の 徹 底 オサムセイテンシュウチキイリトオルソコ																						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ

														を 促 す 。 ウナガ

		［９．反省とまとめ］ ハンセイ

				CS－QCステップ										良くできたこと ヨ														出来なかったこと デキ

				（１）問題集め モンダイアツ										たくさんの問題が集まった モンダイアツ

				（２）テーマの選定 センテイ										いろいろな意見が出し合えた イケンダア

				（３）現状把握 ゲンジョウハアク										各人が自分の役割を果たせた カクジンジブンヤクワリハ

				（４）目標値の設定 モクヒョウチセッテイ										高い目標を立てることができた タカモクヒョウタ

				（５）要因の解析 ヨウインカイセキ										いろいろな見方、意見がよく出た ミカタイケンデ														時間がかなり掛かってしまった ジカンカ

				（６）対策立案の実施 タイサクリツアンジッシ										多角的な視点で取り組めた タカクテキシテントク

				（７）効果の確認 コウカカクニン										スムーズに行えた オコナ

				（８）歯止め ハド										継続案が具体的に出せた ケイゾクアングタイテキダ

				（９）反省とまとめ ハンセイ										内容がうまくまとまった ナイヨウ

				（１０）サークル会合 カイゴウ										遠慮のない意見が言い合えた エンリョイケンイア

				（１１）活動計画運営 カツドウケイカクウンエイ																								計画通りに進まず、かなり遅れた ケイカクドオススオク

		［１０．残された課題と今後の方針］ ノコカダイコンゴホウシン

		『課題』 カダイ

		①全入所者の食事に関する問題を早期に個々に把握・検討し、対応する。 ゼンニュウショシャショクジカンモンダイソウキココハアクケントウタイオウ

		②今回の活動を在宅復帰,外出機会の増加に向けた取り組みへの足掛りとし、家族へ発信していける環境を整備する。 コンカイカツドウザイタクフッキガイシュツキカイゾウカムトクアシガカカゾクハッシンカンキョウセイビ

		『方針』 ホウシン

		利用者だけでなく、家族を含めた在宅復帰、外出機会の増加への取り組みを行う。 リヨウシャカゾクフクザイタクフッキガイシュツキカイゾウカトクオコナ

		（２）　次回テーマ：　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] ジカイミテイ								〔水分補給のＱＣ活動の継続がしっかり出来ているかの検討〕 スイブンホキュウカツドウケイゾクデキケントウ



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）
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自立

介助を要する

自立

介助を要する

介助が必要な利用者の割合



実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前、嶋田　

全介助者以外への介助

全介助への介助

介助総数

全介助者以外への介助

全介助への介助

1

1

222

36

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　中川、佐藤

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

利用者全体の介助理由

自宅へ帰りたい

美味しい物が食べたい

買い物がしたい

孫や親戚に会いたい

その他

14

0

5

46.6666666667

3

63.3333333333

2

73.3333333333

6

80

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前、嶋田

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

利用者の食べこぼし回数

Ｔ．Ｋ

Ｙ．Ｈ

Ｈ．Ｋ

Ｔ．Ｙ

Ｍ．Ｍ

Ｉ．Ｗ

H．Ｍ

Ｔ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｋ．Ｈ

15

0

14

23.0769230769

12

44.6153846154

6

63.0769230769

5

72.3076923077

5

80

3

87.6923076923

2

92.3076923077

2

95.3846153846

1

98.4615384615

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　作成者　　嶋田

人数

特定利用者の自助具使用状況

使用している

使用していない

0

10

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　中野、山下

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

利用者の傾き回数

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｍ．Ｍ

Ｔ．Ｙ

Ｉ．Ｓ

H．Ｍ

Ｋ．Ｈ

Ｉ．Ｗ

Ｔ．Ｓ

25

0

17

27.7777777778

15

46.6666666667

10

63.3333333333

8

74.4444444444

7

83.3333333333

3

91.1111111111

2

94.4444444444

2

96.6666666667

1

98.8888888889

100

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　　作成日　　Ｈ２０，１０，３０　　作成者　　神前

回

対策前後の介助回数

対策前

対策後

155

90

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　中野、近藤

対策前

対策後

回

氏名

食べこぼし回数

Ｔ．Ｋ

Ｔ．Ｋ

Ｙ．Ｈ

Ｙ．Ｈ

Ｈ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｔ．Ｙ

Ｔ．Ｙ

Ｍ．Ｍ

Ｍ．Ｍ

Ｉ．Ｗ

Ｉ．Ｗ

H．Ｍ

H．Ｍ

Ｔ．Ｓ

Ｔ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

Ｋ．Ｈ

Ｋ．Ｈ

15

7

14

6

12

6

6

4

5

4

5

3

3

2

2

2

2

1

1

1

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

対策前

対策後

氏名

回

傾き回数

Ｙ．Ｈ

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

Ｍ．Ｍ

Ｍ．Ｍ

Ｔ．Ｙ

Ｔ．Ｙ

Ｉ．Ｓ

Ｉ．Ｓ

H．Ｍ

H．Ｍ

Ｋ．Ｈ

Ｋ．Ｈ

Ｉ．Ｗ

Ｉ．Ｗ

Ｔ．Ｓ

Ｔ．Ｓ

25

13

17

9

15

7

10

6

8

5

7

5

3

3

2

3

2

2

1

1

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

自助具使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後

0

10

1

9

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

使用している

使用していない

項目

人数

クッション使用状況

対策前

対策前

対策後

対策後

1

9

5

5

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　神前、嶋田

項目

人数

クッションの使用状況

使用していない

使用している

9

1

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

食べこぼし、傾き修正の多い特定利用者への職員配置

配置できている

配置できていない

2

1

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

利用者対応時間

その他の利用者対応時間

氏名

分

特定利用者への食事時対応時間

Ｙ．Ｈ

Ｔ．Ｋ

Ｈ．Ｋ

25

20

15

30

5

40

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２  作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

要因の解析

系統図法での解析

.お互いの問題意識

活動流れの理解度

ＱＣ手法の理解度

仕事の取組み姿勢

仕事・学習の機会増

相互啓発の機会増

自由な発言雰囲気

対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


利用者の状態を知る為の チェック項目を業務改善


H２１、


チェックシートを作成する 委員会で検討する


２，１０


食事時の利用者の状態を


職員に理解してもらう


職員にいつ、どのように


H２１、


周知するか考える


２，２０


職員が利用者の状態を


体験する


利用者を参考にモデル


ケースを選ぶ


カンファレンス時に情報


を収集する


職員に食事時の状態を


周知する カンファレンスの情報を元


新規利用者の食事時の に現場の職員が状態を


状態を職員に理解して 確認する


もらう


○○否


中野


嶋田


◎◎採


○○


○△否


△○否


否


否


対策案の評価


○○否


否


◎○採


△△


業務改善委員会で話し合う


○○





チェックシート活用する





実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


利


用


者


の


状


態


を


知


る


仕


組


み


を


作


る


チェックシートを活用する


職員に周知する


研修委員長と話をする


体験内容を決める




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


離床時間早見表を作成


傾きの修正が必要な人の する


離床時間を変更する


食事時にベストな状態 離床に関する取り決めを


にする 作る


座位保持安定時間を把握 座位保持安定時間を調べ


する る


傾き修正が必要な人と


必要ない人に振り分ける


物品を使用して姿勢を


正しておく いろんな種類の物品を 硬さ、形、大きさなどの違


H２１、


用意しておく う物を集める


２，1６


どこにどのように物品を 傾いた姿勢と正しい姿勢


H２１、


入れるか考える の差を見る


２，１５


誰が物品を入れて姿勢を


正すか検討する。


個々の利用者の食べや


すい姿勢を把握する


本人の意見を元に基本の


座位姿勢と照らし合わせる


嶋田


山下


否


否


△否


否


否


採


採◎


◎


○


△


○否


否


○


○


○△


○


○


○


◎


◎


○








対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


傾


き


の


修


正


に


対


し


て


事


前


に


取


り


組


む


本人に聞く食べ易い姿勢を理解する


○


○


振り分ける基準を作る










対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


10日間調べる担当者を


決め、伝達する


利用者の座席配置変更を


実施する


調べるポイントを事前に


現状の職員配置に対する 伝えておく


問題点を調べる


利用者の座席と職員の


H２１、


意見を参考に各フロアご


２，２８


とに話し合う


利用者の座席配置を変更 介助・見守りを必要とする


する 人と必要でない人を分類


介助・見守りが必要である


必要ないか明確な基準を


作る


○△否


山下


◎○採


○○否


△否


○○否


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


職員の配置を変更する


食


事


時


の


介


助


・


見


守


り


の


効


率


的


な


座


席


、


職


員


配


置


に


す


る


職員配置を決める


現状把握をする








△




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


食事時に職員の役割とし 職員にどんな役割が必要


H２１、


てどんなものが必要か考 か職員に意見を聞く


２，２５


食事時の職員の役割分担 える


を決める


勤務表にて事前に決め


ておく


声掛けができていないこと


でどのような不具合が生じ


るか調べる


３０分に1度他の役割の所


を確認し合うようにする


自分の役割以外の利用者


の動きに目を配る


職員同士が役割に対する


進行状況を確認し合う 自分以外の役割を持つ


職員に対して利用者の動


きがあれば伝える


利用者の食事時、食後の


行動を理解する


次の行動を利用者に直接


聞く


介助が必要な利用者の フロア職員全員が利用者


行動を把握する の言動に対して早く対応


できるようにする


中野


○△否


○△否


△○否


○○否


○○否


○○否


○○否


○○否


△否


◎◎採


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


役


割


に


対


し


て


職


員


間


の


連


携


を


取


る


職員の役割分担を決める


マニュアル化する


現状を把握する


マニュアル化する


フロアリーダーに相談する


○




職員を配置した利用者 食べこぼし利用者上位３名 傾きがあるにもかかわらず、クッ


に集中的な対策が で全体の６０％を占めている ションの使用率が１０％と低い


とれていない 職員の知識不足


ＮＣ対応、トイレ誘導 自助具がない クッションの入れ方、どのような


事前に対応しようと などをしながら介助 物を使用してよいか分かって


する考えがない している自助具の必要性を いない


職員間の連携認識できていない その場で終わらせようと


事前に取り組む重要性 がとれていない している


が理解できていない 自立支援への取り組み


マニュアルができていない 事前に傾くを修正する


介助量が増えている 　がない 取り組みができていない


事に気付いていない 個々の摂取能力が


その場で修正しようと 職員の役割分担が理解できていない 事前に取り組むことの


　するから 　できていない 職員が今の状況でいい 　重要性が理解できて


と思っている 　　　いない


傾きのある利用者上位３名 職員を配置した利用者に 傾きのある人にクッション


で全体の６０％を占めている 　　集中的な対策がとれ 自助具の使用 を入れ修正できてい


ていないができていない 　ない


食べこぼし、傾きの多い利用者


の職員配置はできているが食べ


こぼし、傾きの介助が多い 職員の役割分担が 食べこぼし処理、傾き修正への


明確でない 事前の対応ができていない


職員間での話し


合いができて 食べこぼし、傾きの因果関係


職員１人当たりの見守り いない を考えられていない


介助範囲が広い 職員が傾いて食事をした


経験がない


介助、見守りの効率的な


座駅検討ができていない 利用者の状態を知る


仕組みがない


介助を要する利用者の 食べこぼし、傾きの因果関係


配置がバラバラである を理解できていない


食事介助をしながら 食べこぼし処理、傾き修正が


他の仕事をしている 介助全体の８割を占めている


利用者


介助方法


な


ぜ


食


べ


こ


ぼ


し


、


傾


き


の


介


助


総


数


が


減


ら


な


い


か


物品


作成者　嶋田　可奈子


作成日　Ｈ２０、１２，２５
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活動前


活動後


仲間との話し易さ


仲間との協力姿勢


お互いの仲間意識





Graph1

		自宅へ帰りたい		0

		美味しい物が食べたい		20

		買い物がしたい		45

		孫や親戚に会いたい		65

		その他		75

				100



(％)

累積比率

対策後

１０名

数量

累積比率 ％

回

4

5

4

2

5



パレート図 (個人食べこぼし量)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		140		0

		Ｙ．Ｈ		70		27

		Ｈ．Ｋ		70		41

		Ｉ．Ｗ		70		55

		Ｔ．Ｙ		50		69

		Ｍ．Ｍ		50		78

		Ｉ．Ｓ		40		88

		H．Ｍ		20		96

		Ｔ．Ｓ		10		100

		総数 ｎ		510

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 (個人食べこぼし量)

		



&A

Page &P

(g）

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

量

食べこぼし量



パレート図 （全体）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		90		0

		食べこぼし タ		65		41

		食べている量をみて タリョウ		30		70

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		23		83

		食事摂取摂取困難 ショクジセッシュセッシュコンナン		10		94

		食事拒否 ショクジキョヒ		4		98

						100

		総数 ｎ		222

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

利用者全体の介助理由



パレート図 （全体）対策前 

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		90		0

		食べこぼし タ		65		41

		食べている量をみて タリョウ		30		70

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		23		83

		食事摂取摂取困難 ショクジセッシュセッシュコンナン		10		94

		食事拒否 ショクジキョヒ		4		98

						100

		総数 ｎ		222

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												ｎ＝222

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



パレート図 （全体）対策前 

		



&A

Page &P

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理 由

回

対 策 前 の 介 助 理 由



パレート図 （全体）対策後

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		54		0

		食べこぼし タ		36		39

		食べている量をみて タリョウ		20		64

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		20		79

		食事摂取摂取困難 ショクジセッシュセッシュコンナン		6		93

		食事拒否 ショクジキョヒ		4		97

						100

		総数 ｎ		140

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

												n＝140

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２　作成日　　Ｈ２１、３，１０　作成者　　中川、中野



パレート図 （全体）対策後

		



&A

Page &P

対 策 後 の 介 助 理 由

累積比率

数量

累積比率 ％

理 由

回



パレート図（介助理由 ）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		傾きがある カタム		36		0

		食べこぼし タ		16		59

		食べている量をみて タリョウ		3		85

		訴え、欲望 ウッタヨクボウ		3		90

		食事動作摂取困難 ショクジドウサセッシュコンナン		2		95

		食事拒否 ショクジキョヒ		1		98

						100

		総数 ｎ		61

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）

実施期間　Ｈ２１，３，１～Ｈ２１，３，３　　作成日　　Ｈ２１、３，１０　　作成者　　山下、嶋田



パレート図（介助理由 ）

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

理由

回

介助理由



パレート図 (個人傾き)

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｙ．Ｈ		25		0

		Ｔ．Ｋ		17		28

		Ｈ．Ｋ		15		47

		Ｍ．Ｍ		10		63

		Ｔ．Ｙ		8		74

		Ｉ．Ｓ		7		83

		H．Ｍ		3		91

		Ｋ．Ｈ		2		94

		Ｉ．Ｗ		2		97

		Ｔ．Ｓ		1		99

						100

		総数 ｎ		90

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝90

				は自動計算

										ｎ＝10

										ｎ＝3

										ｎ＝45

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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パレート図 (個人傾き)

		



&A

Page &P

(％)

累積比率

不良個数

数量

累積比率 ％

氏名

回

特定利用者の傾き回数



活動計画

		

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ
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パレート図 （個人食べこぼし回数）

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ｔ．Ｋ		15		0

		Ｙ．Ｈ		14		23

		Ｈ．Ｋ		12		45

		Ｔ．Ｙ		6		63

		Ｍ．Ｍ		5		72

		Ｉ．Ｗ		5		80

		H．Ｍ		3		88

		Ｔ．Ｓ		2		92

		Ｉ．Ｓ		2		95

		Ｋ．Ｈ		1		98

						100

		総数 ｎ		65

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝65

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。





パレート図 （個人食べこぼし回数）
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Page &P
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特定利用者の食べこぼし回数



パレート図

		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		Ａ		28		0

		Ｂ		18		29

		Ｃ		16		47

		Ｄ		14		64

		Ｅ		11		78

		Ｆ		10		90

						100

		総数 ｎ		97

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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パレート図
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グループ環境

		

						　サークル活動のグループ環境 カツドウカンキョウ										色部に入力 イロブニュウリョク

				該当する人数を青色枠に入れる。 ガイトウニンズウアオイロワクイ

						　　　評　　　価　　　順　　　位 ヒョウカジュンイ								人数 ニンズウ		8

				ほとんど 1		少しは 3 スコ		かなり 5		相当に 7 ソウトウ		極めて 9 キワ		評　価　点 ヒョウカテン				前回評価点 ゼンカイヒョウカテン

		　　　チェツク項目 コウモク		<30%		30-40%		40-60%		60-80%		>80%		行の合計 ギョウゴウケイ		行の平均 ギョウヘイキン

		1.活動流れの理解度 カツドウナガリカイド				3		5						34		4.3		2.2

		2.ＱＣ手法の理解度 シュホウリカイド		1		3		4						30		3.8		3.0

		3.仲間との話し易さ ナカマハナシヤス				2		4		2				40		5.0		3.0

		4.仲間との協力姿勢 ナカマキョウリョクシセイ		1		3		3		1				32		4.0		2.3

		5.お互いの仲間意識 オタガナカマイシキ				3		4		1				36		4.5		3.0

		6.お互いの問題意識 オタガモンダイイシキ				5		3						30		3.8		2.4

		7.自由な発言雰囲気 ジユウハツゲンフンイキ				2		3		3				42		5.3		2.8

		8.仕事の取組み姿勢 シゴトトリクシセイ				3		3		2				38		4.8		3.0

		9.仕事・学習の機会増 シゴトガクシュウキカイゾウ		1		3		4						30		3.8		2.5

		10.相互啓発の機会増 ソウゴケイハツキカイゾウ		1		1		4		2				38		4.8		2.5



（ 2000年6月　： Excel95用をベースにEｘｃｅｌ97用に再編集 ）



グループ環境

		



グループ環境



レジュメ 

		





Sheet2

		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								佐　藤　、中　川 サフジナカカワ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								近　藤 コンフジ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								眞　田 シンタ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								神　前 カミマエ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								山　下　、中　野 ヤマシタナカノ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								近　藤　、中　川 コンフジナカカワ

				歯　止　め ハドメ								佐　藤　、山　下 サフジヤマシタ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								神　前　、中　野 カミマエナカノ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								神　前　、嶋　田 カミマエシマタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ
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				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ
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		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		ファンクショナルリーチ　右 ミギ		7		0

		ファンクショナルリーチ　左 ヒダリ		7		21

		重心テスト ジュウシン		7		42

		体前屈 タイゼンクツ		5		64

		体幹の回旋　右 タイカンカイセンミギ		4		79

		体幹の回旋　左 タイカンカイセンヒダリ		3		91
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		総数 ｎ		33

				色部に入力 イロブニュウリョク

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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パレート図 （個人食べこぼし回数） (2)

		テーマ『自立支援』へ向かって ジリツシエンム

		～食事時の介助総数減を目指そう～ ショクジドキカイジョソウスウヘメザ

		社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ

		サークル名　ハッピーターン４ メイ

		［はじめに］

				施設紹介 シセツショウカイ		所在地　香川県さぬき市寒川町石田東甲１７０　　　　　平成１２年１月１０日開設 ショザイチカガワケンシサンガワマチイシダヒガシコウヘイセイネンガツニチカイセツ

						社会福祉法人　祐正福祉会　介護老人保健施設　ヌーベルさんがわ シャカイフクシホウジンユウセイフクシカイカイゴロウジンホケンシセツ

						定員　入所　８０名　通所　４０名　訪問看護ステーション　居宅介護支援センター テイインニュウショメイツウショメイホウモンカンゴキョタクカイゴシエン

				職場紹介 ショクバショウカイ		施設長はじめ、利用者、職員の良い施設です。 シセツチョウリヨウシャショクインイシセツ

						「明るい返事と素直な心」をモットーにユニットケアも取り入れ、全職員一丸となって介護に携わっています。 アカヘンジスナオココロトイゼンショクインイチガンカイゴタズサ

						また、家族とのコミュニケーションも大切にし携わっています。 カゾクタズサ

				サークル		みんなから長く愛されているお菓子、ハッピーターンをそのままサークル名にしました。QC活動を通して皆さん ナガアイカシメイカツドウトオミナ

						からいただいたハッピーを我がサークルが、皆さんにリターンできるようにという願いからこの名前にしています。 ワミナナマエ

						このサークル名にして４年目の活動です。 メイネンメカツドウ

		［１．テーマの選定］ センテイ

																利用者の満足 リヨウシャマンゾク		施設の期待度 シセツキタイド		活動の難易度 カツドウナンイド		経済的な効果 ケイザイテキコウカ		課題の魅力性 カダイミリョクセイ

				テーマの候補 コウホ																						相乗積 ソウジョウセキ						選定順位 センテイジュンイ

				①食事時の自立支援体制が ショクジジジリツシエンタイセイ												4		5		3		2		5		600						1

				　整っていない トトノ

				②家族との連絡が密にできて カゾクレンラクミツ												5		4		4		3		2		480						2

				　いない

				③リハビリが定期的に行えてい テイキテキオコナ												1		3		1		4		4		48						4

				　ない

				④業務外の仕事が多い ギョウムガイシゴトオオ												2		1		2		5		3		18						5

				⑤家族のニーズに対応できて カゾクタイオウ												3		2		5		2		1		60						3

				　いない

				[テーマ：　 食事時における自立支援体制を整える　] ショクジジジリツシエンタイセイトトノ

		（２）　テーマの選定の理由 センテイリユウ

				①食事時における自立支援がしっかり行えていないのではないか。 ショクジジジリツシエンオコナ

				②在宅復帰へ繋がる取り組みがまだまだ不十分なのではないか。 ザイタクフッキツナトクフジュウブン

				③家族の不安要素（ニーズ）に対して、しっかり対応できていないのではないか。 カゾクフアンヨウソタイタイオウ

				④食事時の自立度をもっと上げることができるのではないか。 ショクジジジリツドア

				⑤食事時の自立度が上がることにより、もっと家族との外食機会などが増えるのではないか。 ショクジジジリツドアカゾクガイショクキカイフ

		[２．活動計画] カツドウケイカク

				(計　画　　　　　　　　　実　施　　　　　　　　　） ケイガジツシ

				活　動　計　画 カツドウケイガ								担　　当 ニナトウ						７　月 ガツ		８　月 ガツ		９　月		１０　月		１１　月		１２　月		１　月		２　月		３　月		４　月

				サ　ー　ク　ル　命　名								多　田　、　大　前 タタダイマエ

				旗　作　り ハタヅク

				問　題　集　め トイダイアツ								六　車 ６クルマ

				テ　ー　マ　選　定 センサダム								中　井 ナカセイ

				現　状　把　握 ウツツジョウタバアク								嶋　田 シマタ

				目　標　値　設　定 メヒョウアタイセツサダム								佐　野 サノ

				要　因　解　析 ヨウインカイセキ								嶋　田　、　六　車 シマタ６クルマ

				対　策　立　案　実　施 タイサクリツアンジツシ								佐　野　、　遠　藤 サノエンフジ

				効　果　の　把　握 コウハタシタバアク								中　井　、　六　車 ナカセイ６クルマ

				歯　止　め ハドメ								多　田　、　佐　野 タタサノ

				反　省　、ま　と　め ハンショウ								嶋　田　、　遠　藤 シマタエンフジ

				発　表　会　準　備 ハツオモテカイジュンソナエ								中　井　、　多　田 ナカセイタタ

		[３．現状把握] ゲンジョウハアク

		現状把握の結果からわかったこと ゲンジョウハアクケッカ

				①介助が必要な利用者総数では、介助を要する利用者が全体の約３／４を占める カイジョヒツヨウリヨウシャソウスウカイジョヨウリヨウシャゼンタイヤクシ

				②全介助以外の利用者への介助が、全介助の利用者への介助を大きく上回っている カイジョゼンカイジョリヨウシャカイジョオオウワマワ

				③介助理由は、傾きの修正と食べこぼしの処理の介助がほとんどである（介助理由全体の８割） カイジョリユウカタムシュウセイタショリカイジョカイジョリユウゼンタイワリ

				④食べこぼし回数は、個人差がはげしい（Ｔ・Ｋ、Ｙ・Ｈ、Ｈ・Ｋ、Ｔ・Ｙさんの傾き回数が６０％をしめている） タカイスウコジンサ

				⑤利用者の傾き回数も個人差がはげしい（Ｙ・Ｈ、Ｔ・Ｋ、Ｈ．Ｋ、Ｍ．Ｍさんの傾き回数が６０％をしめている） リヨウシャカタムカイスウコジンサカタムカイスウ

				⑥既存の食器、箸、フォークなど特定利用者全員が使用している。 キゾンショッキハシトクテイリヨウシャゼンインシヨウ

				⑦食事時のクッションの使用率も１０％と低い。 ショクジジシヨウリツヒク

				⑧食べこぼし、傾きの多い利用者への職員配置はできている タカタムオオリヨウシャショクインハイチ

				⑨食べこぼし、傾きの多い利用者への対応を行いながら、それ以外の仕事も行っている タイオウオコナイガイシゴトオコナ

		[４．目標値の設定] モクヒョウチセッテイ

		特定利用者１０名の食事時の介助総数１５５回を３０％減の１０８回以下にする トクテイリヨウシャメイショクジジカイジョソウスウカイゲンカイイカ

		[５．要因の解析]　 ヨウインカイセキ										別頁「要因の解析」参照 ベツページヨウインカイセキサンショウ

												別頁「系統図法での解析」参照 ベツページケイトウズホウカイセキサンショウ

		[６．対策立案実施］ タイサクリツアンジッシ

				対　策　要　因 タイサクヨウイン								ど　う　す　る						具　体　的　な　方　法 グカラダマトカタホウ												担当者 タントウシャ				場　所 バトコロ				何時迄に イツマデ

				①食事時の利用者の状態 ショクジジリヨウシャジョウタイ								利用者の食事時の リヨウシャショクジジ						チェックシートの作成にあたり、業務改善委員会 サクセイギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１０

				を知る仕組みを作る シシクツク								状態を知る為、チェッ ジョウタイシタメ						でチェックシートのチェック内容を検討し、チェック ナイヨウケントウ

												クシートを作成する サクセイ						シートを完成させる カンセイ

												職員に周知する ショクインシュウチ						チェックシートを活用し、業務改善委員会でいつ、 カツヨウギョウムカイゼンイインカイ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２０

																		どのように職員に周知するかを考え、周知する ショクインシュウチカンガシュウチ

				②傾き修正に対して事前に カタムシュウセイタイジゼン								物品を使用して姿勢 ブッピンシヨウシセイ						各フロア職員で硬さ、形、大きさの違う物品を カクショクインカタカタチオオチガブッピン												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、１６

				取り組む トク								を正しておく タダ						収集し、傾き修正の必要な利用者に対して シュウシュウカタムシュウセイヒツヨウリヨウシャタイ

																		使用する シヨウ

																		傾いた姿勢とだたしい姿勢の差を見て、物品を カタムシセイシセイサミブッピン												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、１５

																		どのように入れ、傾き修正するかを考え、実施 イカタムシュウセイカンガジッシ

																		する

				③食事時の役割に対して ショクジジヤクワリタイ								利用者の食事時、 リヨウシャショクジジ						職員にどんな役割が必要か、意見を聞く ショクインヤクワリヒツヨウイケンキ												業務改善委員会 ギョウムカイゼンイインカイ				施設内 シセツナイ				H２１、２、２５

				職員間の連携をとる ショクインカンレンケイ								食後の行動を理解 ショクゴコウドウリカイ

												する

				④食事時の介助、見守りの ショクジジカイジョミマモ								職員の配置を変更 ショクインハイチヘンコウ						利用者の座席と職員の意見を参考に各フロア リヨウシャザセキショクインイケンサンコウカク												各フロア職員 カクショクイン				２F、３Ｆ				H２１、２、２８

				効率的な座席、職員配置に コウリツテキザセキショクインハイチ								する						ごとに職員配置を決定する ショクインハイチケッテイ

				する

		［７．効果の確認］ コウカカクニン

		（１）　有形効果の確認 ユウケイコウカカクニン

				　　 目標達成率＝｛１＋（目標値－達成値）／（現状値－目標値）｝×１００％ モクヒョウタッセイリツモクヒョウチタッセイチゲンジョウチモクヒョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１０８－９０）／（１５５－１０８）｝×１００％＝１３８％

				　　 現状改善率＝｛１＋（現状値－達成値）／現状値｝×１００％ ゲンジョウカイゼンリツゲンジョウチタッセイチゲンジョウチ

				　　　　　　　　　　＝｛１＋（１５５－９０）／１５５｝×１００％＝１４２％

		（２）　無形効果の確認 ムケイコウカカクニン

				ⅰ		サークルメンバーの考え方に柔軟性が生まれた。 カンガカタジュウナンセイウ

				ⅱ		サークルメンバーのPC操作、文章作成、PPのレベルが向上した。 ソウサブンショウサクセイコウジョウ

				ⅲ		食事の対する意識が高まった。 ショクジタイイシキタカ

				ⅳ		業務改善委員会の本来の役割である、業務の改善への意欲が向上した。 ギョウムカイゼンイインカイホンライヤクワリギョウムカイゼンイヨクコウジョウ

				ⅴ		自分の意見をサークル内でしっかり言えるようになった。 ジブンイケンナイイ

		（３）　波及効果の確認 ハキュウコウカカクニン

				ⅰ		自分でしっかり食べれる喜びを感じてもらえ、利用者の表情が穏やかになった。 ジブンタヨロコカンリヨウシャヒョウジョウオダ

				ⅱ		職員配置を見直すことにより、業務効率が上がった ショクインハイチミナオギョウムコウリツア

				ⅲ		３Fでは食事時の指示役を置いたことで、今まで以上に役割に対する職員の責任感が生まれ新人、ベテラン共に成長できた ショクジジシジヤクオイマイジョウヤクワリタイショクインセキニンカンウシンジントモセイチョウ

				ⅳ		利用者、職員に対する目配り、気配りが深まった。 リヨウシャショクインタイメクバキクバフカ

				ⅴ		利用者の外出頻度が少しではあるが上昇した。 リヨウシャガイシュツヒンドスコジョウショウ

										活動前後のグループ環境 カツドウゼンゴカンキョウ

		［８．歯止め］ ハド

				分  類 ブンタグイ				何  を ナニ						ど の 様 に ヨウ												時 間 ・ 頻 度 トキアイダヒンド						誰 が ダレ				管 理 手 法 カンリテホウ

				標 準 化 ヒョウジュンカ				チ ェ ッ ク シ ー ト						記 入 し て も ら っ た チ ェ ッ ク シ ー ト を キイリ												利 用 開 始 時 リヨウカイハジメジ						フ ロ ア リ ー ダ ー				ユ ニ ッ ト 会 議 カイギ

								の 活 用 カツヨウ						参 考 に 利 用 者 の 状 態 、 注 意 点 に サンコウリヨウシャジョウタイチュウイテン												状 態 変 化 時 ジョウタイヘンカジ						担 当 職 員 タントウショクイン				朝 の 会 アサカイ

														つ い て ユ ニ ッ ト 内 で 情 報 の 共 有 化 ナイジョウホウトモユウカ

														を 図 り 、 フ ロ ア 職 員 が 同 じ 対 応 が  ハカショクインオナタイオウ

														取 れ る よ う に す る 。 ト

								チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト の 内 容 に 関 す る ナイカタチカン												改 善 点 が あ っ た 際 アラタゼンテンサイ						神 前 、 中 野 カミマエナカノ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 オサムセイ						意 見 を 業 務 改 善 委 員 に 言 っ て イケンギョウツトムアラタゼンイインイ												ユ ニ ッ ト 会 議 時 カイギジ										神 前 、 中 野 カミマエナカノ

														も ら い 、 業 務 委 員 会 内 で 修 正 ギョウツトムイインカイナイオサムセイ

														し 、 改 定 版 を 職 員 に 配 布 し 周 知 アラタサダムバンショクインクバヌノシュウチ

														す る 。

								傾 き の 修 正 カタムオサムセイ						利 用 者 の 座 位 保 持 安 定 時 間 を  リヨウシャザクライホモチアンサダムトキアイダ												食 事 毎 ショクコトマイ						日 勤 者 ヒツトムシャ				食 事 前 に 職 員 ショクコトマエショクイン

														参 考 に 食 事 開 始 か ら 逆 算 し て サンコウショクコトカイハジメギャクザン																						同 士 で 確 認 ドウシアキラシノブ

														離 床 傾 き 修 正 も 同 時 に 行 う 。 ハナレユカカタムオサムセイドウトキオコナ

				教 育 キョウイク				チ ェ ッ ク シ ー ト						チ ェ ッ ク シ ー ト を 修 正 し た 際 に オサムセイサイ												改 定 版 が 出 た 際 アラタサダムバンデサイ						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ				業 務 改 善 委 員 会 ギョウツトムアラタゼンイインカイ

								の 修 正 、 周 知 オサムセイシュウチ						修 正 点 を 周 知 、 記 入 の 徹 底 オサムセイテンシュウチキイリトオルソコ																						嶋 田 、 山 下 シマタヤマシタ

														を 促 す 。 ウナガ

		［９．反省とまとめ］ ハンセイ

				CS－QCステップ										良くできたこと ヨ														出来なかったこと デキ

				（１）問題集め モンダイアツ										たくさんの問題が集まった モンダイアツ

				（２）テーマの選定 センテイ										いろいろな意見が出し合えた イケンダア

				（３）現状把握 ゲンジョウハアク										各人が自分の役割を果たせた カクジンジブンヤクワリハ

				（４）目標値の設定 モクヒョウチセッテイ										高い目標を立てることができた タカモクヒョウタ

				（５）要因の解析 ヨウインカイセキ										いろいろな見方、意見がよく出た ミカタイケンデ														時間がかなり掛かってしまった ジカンカ

				（６）対策立案の実施 タイサクリツアンジッシ										多角的な視点で取り組めた タカクテキシテントク

				（７）効果の確認 コウカカクニン										スムーズに行えた オコナ

				（８）歯止め ハド										継続案が具体的に出せた ケイゾクアングタイテキダ

				（９）反省とまとめ ハンセイ										内容がうまくまとまった ナイヨウ

				（１０）サークル会合 カイゴウ										遠慮のない意見が言い合えた エンリョイケンイア

				（１１）活動計画運営 カツドウケイカクウンエイ																								計画通りに進まず、かなり遅れた ケイカクドオススオク

		［１０．残された課題と今後の方針］ ノコカダイコンゴホウシン

		『課題』 カダイ

		①全入所者の食事に関する問題を早期に個々に把握・検討し、対応する。 ゼンニュウショシャショクジカンモンダイソウキココハアクケントウタイオウ

		②今回の活動を在宅復帰,外出機会の増加に向けた取り組みへの足掛りとし、家族へ発信していける環境を整備する。 コンカイカツドウザイタクフッキガイシュツキカイゾウカムトクアシガカカゾクハッシンカンキョウセイビ

		『方針』 ホウシン

		利用者だけでなく、家族を含めた在宅復帰、外出機会の増加への取り組みを行う。 リヨウシャカゾクフクザイタクフッキガイシュツキカイゾウカトクオコナ

		（２）　次回テーマ：　未定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] ジカイミテイ								〔水分補給のＱＣ活動の継続がしっかり出来ているかの検討〕 スイブンホキュウカツドウケイゾクデキケントウ
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パレート図 （個人食べこぼし回数） (2)
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自立

介助を要する

自立

介助を要する

介助が必要な利用者の割合



		

		パレート図作成データ表 ズサクセイ

		項目名 コウモク		数量 スウリョウ		累積比率 ％

		自宅へ帰りたい ジタクカエ		4		0

		美味しい物が食べたい オイモノタ		5		20

		買い物がしたい カモノ		4		45

		孫や親戚に会いたい マゴシンセキア		2		65

		その他 タ		5		75

						100

		総数 ｎ		20

				色部に入力 イロブニュウリョク						ｎ＝65

				は自動計算

																○		X軸の不良名はグラフの高さが十分ない場合には、表示されない部分があります。

																		記入漏れではなく、高さを十分とれば、自動的に表示されます。（上右グラフ）

																		（どうしても消える時は、正規の場所に貼りつけ後テキストボックスで記入下さい）

																○		改善前と改善後は、例えば上図で100個の高さは同じにして表示し、総数値が左グラフより

																		低くなった高さを、両矢印等で判るようにし、それを改善効果として記して下さい。
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自助具使用状況
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対策後

対策後
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人数
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実施期間　Ｈ２０、１０、１０～Ｈ２０、１０，１２作成日　　Ｈ２0,10,20  作成者　　神前、島田

食べこぼし、傾き修正の多い特定利用者への職員配置
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配置できていない
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要因の解析

系統図法での解析

.お互いの問題意識

活動流れの理解度

ＱＣ手法の理解度

仕事の取組み姿勢

仕事・学習の機会増

相互啓発の機会増

自由な発言雰囲気
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対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


利用者の状態を知る為の チェック項目を業務改善


H２１、


チェックシートを作成する 委員会で検討する


２，１０


食事時の利用者の状態を


職員に理解してもらう


職員にいつ、どのように


H２１、


周知するか考える


２，２０


職員が利用者の状態を


体験する


利用者を参考にモデル


ケースを選ぶ


カンファレンス時に情報


を収集する


職員に食事時の状態を


周知する カンファレンスの情報を元


新規利用者の食事時の に現場の職員が状態を


状態を職員に理解して 確認する


もらう


○○否


中野


嶋田


◎◎採


○○


○△否


△○否


否


否


対策案の評価


○○否


否


◎○採


△△


業務改善委員会で話し合う


○○





チェックシート活用する





実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


利


用


者


の


状


態


を


知


る


仕


組


み


を


作


る


チェックシートを活用する


職員に周知する


研修委員長と話をする


体験内容を決める




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


離床時間早見表を作成


傾きの修正が必要な人の する


離床時間を変更する


食事時にベストな状態 離床に関する取り決めを


にする 作る


座位保持安定時間を把握 座位保持安定時間を調べ


する る


傾き修正が必要な人と


必要ない人に振り分ける


物品を使用して姿勢を


正しておく いろんな種類の物品を 硬さ、形、大きさなどの違


H２１、


用意しておく う物を集める


２，1６


どこにどのように物品を 傾いた姿勢と正しい姿勢


H２１、


入れるか考える の差を見る


２，１５


誰が物品を入れて姿勢を


正すか検討する。


個々の利用者の食べや


すい姿勢を把握する


本人の意見を元に基本の


座位姿勢と照らし合わせる


嶋田


山下


否


否


△否


否


否


採


採◎


◎


○


△


○否


否


○


○


○△


○


○


○


◎


◎


○








対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


傾


き


の


修


正


に


対


し


て


事


前


に


取


り


組


む


本人に聞く食べ易い姿勢を理解する


○


○


振り分ける基準を作る










対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


10日間調べる担当者を


決め、伝達する


利用者の座席配置変更を


実施する


調べるポイントを事前に


現状の職員配置に対する 伝えておく


問題点を調べる


利用者の座席と職員の


H２１、


意見を参考に各フロアご


２，２８


とに話し合う


利用者の座席配置を変更 介助・見守りを必要とする


する 人と必要でない人を分類


介助・見守りが必要である


必要ないか明確な基準を


作る


○△否


山下


◎○採


○○否


△否


○○否


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


職員の配置を変更する


食


事


時


の


介


助


・


見


守


り


の


効


率


的


な


座


席


、


職


員


配


置


に


す


る


職員配置を決める


現状把握をする








△




対策の立案・実施


効果実現性採・否だれがいつまで


具体的テーマ


食事時に職員の役割とし 職員にどんな役割が必要


H２１、


てどんなものが必要か考 か職員に意見を聞く


２，２５


食事時の職員の役割分担 える


を決める


勤務表にて事前に決め


ておく


声掛けができていないこと


でどのような不具合が生じ


るか調べる


３０分に1度他の役割の所


を確認し合うようにする


自分の役割以外の利用者


の動きに目を配る


職員同士が役割に対する


進行状況を確認し合う 自分以外の役割を持つ


職員に対して利用者の動


きがあれば伝える


利用者の食事時、食後の


行動を理解する


次の行動を利用者に直接


聞く


介助が必要な利用者の フロア職員全員が利用者


行動を把握する の言動に対して早く対応


できるようにする


中野


○△否


○△否


△○否


○○否


○○否


○○否


○○否


○○否


△否


◎◎採


対策案の評価実施計画


系統図法での対策追求


食


事


時


の


役


割


に


対


し


て


職


員


間


の


連


携


を


取


る


職員の役割分担を決める


マニュアル化する


現状を把握する


マニュアル化する


フロアリーダーに相談する


○




職員を配置した利用者 食べこぼし利用者上位３名 傾きがあるにもかかわらず、クッ


に集中的な対策が で全体の６０％を占めている ションの使用率が１０％と低い


とれていない 職員の知識不足


ＮＣ対応、トイレ誘導 自助具がない クッションの入れ方、どのような


事前に対応しようと などをしながら介助 物を使用してよいか分かって


する考えがない している自助具の必要性を いない


職員間の連携認識できていない その場で終わらせようと


事前に取り組む重要性 がとれていない している


が理解できていない 自立支援への取り組み


マニュアルができていない 事前に傾くを修正する


介助量が増えている 　がない 取り組みができていない


事に気付いていない 個々の摂取能力が


その場で修正しようと 職員の役割分担が理解できていない 事前に取り組むことの


　するから 　できていない 職員が今の状況でいい 　重要性が理解できて


と思っている 　　　いない


傾きのある利用者上位３名 職員を配置した利用者に 傾きのある人にクッション


で全体の６０％を占めている 　　集中的な対策がとれ 自助具の使用 を入れ修正できてい


ていないができていない 　ない


食べこぼし、傾きの多い利用者


の職員配置はできているが食べ


こぼし、傾きの介助が多い 職員の役割分担が 食べこぼし処理、傾き修正への


明確でない 事前の対応ができていない


職員間での話し


合いができて 食べこぼし、傾きの因果関係


職員１人当たりの見守り いない を考えられていない


介助範囲が広い 職員が傾いて食事をした


経験がない


介助、見守りの効率的な


座駅検討ができていない 利用者の状態を知る


仕組みがない


介助を要する利用者の 食べこぼし、傾きの因果関係


配置がバラバラである を理解できていない


食事介助をしながら 食べこぼし処理、傾き修正が


他の仕事をしている 介助全体の８割を占めている


利用者


介助方法


な


ぜ


食


べ


こ


ぼ


し


、


傾


き


の


介


助


総


数


が


減


ら


な


い


か


物品


作成者　嶋田　可奈子


作成日　Ｈ２０、１２，２５
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一時帰宅に対する弊害因子（介助量）を点数化
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				0

		S.S		3

				0

		M.A		5

				0

		F.T		4

				0

		O.T		2

				0

		I.K		4

				0







ｎ＝２０５

調査期間 H３０、４、１～H３０、６、３０ 作成日 H３０、７、１０ 作成者 川渕、藤井

ｎ＝２５７
（人） （人）

効果の確認 ３ヶ月のご家族の面会回数

ご家族９名の面会回数が増加

調査期間 H２９、４、１～H２９、６、３０ 作成日 H２９、１１、２８ 作成者 馬場、大谷



11 11 11 11 11 11
9

7 7 7

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

Ｕ・Ｍ Ｓ・Ｔ ０・Ｒ Ｈ・Ｔ Ｉ・Ｈ Ｙ・Ａ Ｆ・Ｔ Ｔ・Ｓ Ｋ・Ｓ Ｍ・Ａ

（点数）

効果の確認

実施期間 H３０、４，１～H３０、６，３０ 作成日 H３０、７，８ 作成者 藤井、前田

１ ３ ５ ７ ９ 11
ｃ
ｖ

無関心 怒っている 普通の表情 やや微笑んでいる 笑顔 最高の笑顔

自宅へ帰宅した対象者１０名の帰宅時の笑顔の評価

１０名中６名が最高の

笑顔１１点

１１

ｎ＝９６

帰園後、帰宅願望や精神的に不安定になるはいませんでした

かあちゃんに会えて
良かったありがとで

長生きせんといかんの

ご利用者からの声

実際にお宅にお邪魔して、

こんな生活されていたのだと

肌で感じられた

職員からの声

楽しかった

また新しいことに挑戦したい



この活動を通して多職種との連携も図れチームワークの向上がみられた。

ご利用者・ご家族の笑顔や喜びの声が聴け、職員が達成感・ やる気を感じる事が出来た。

ご利用者ご家族と会話をする機会が増え、ご利用者、ご家族の本当の想いに触れることができた。

無形効果

波及効果

何に対しても意欲のあまり見られなかったご利用者に活気が生まれ、リハビリやレクに参加していただけるよう
になった。

ご利用者の良い変化を見ることによって、住みなれた環境、生活の継続が認知症ケアにとって大切であることを
改めて知ることが出来た。

ご利用者、ご家族と、職員がこの活動を通してコミュニケーションの充実を図られたことにより、ご利用者、
ご家族との距離が縮まった。

有形効果



分
類

何を どの様に 時期 誰が 管理手法

標
準
化

帰宅マニュアル見直し・改訂
年度当初に多職種で話し合いを

持ち見直しを行う
１年に１回

介護士 多田
看護師 池野

マニュアル

帰宅へのリスクシート見直し
帰宅したいご利用者・ご家族が
いた際に個々のご利用者に

あわせた対応を検討する

３ヶ月毎
及び

希望時期

フロアー担当者
藤井、滝川

リスクシート

ご利用者の一時帰宅を定期的に実施
ケアプランに入れ、

３ヶ月毎に支援内容の見直し
帰宅希望時 介護支援専門員 馬場 ケアプラン

教
育

介護の仕事に対するやりがい 勉強会、活動参加 新人職員採用時 ＯＪＴ責任担当者 中井 指導職員への指導

歯止め

CS-QCステップ 良くできたこと 出来なかったこと

（１）テーマの選定 ご利用者に関わりの深いテーマが選定できた なかなか絞り込めなかった

（２）現状把握、目標設定 ご利用者・ご家族・職員から情報収集でき、それぞれの想いを引き出せた データー化することが難しかった

（３）要因の解析 深く追求することができ、４次要因以上のものを対策要因とした 時間を要した

（４）対策立案の実施 多職種協働で多面的に対策ができた 時間を要した

（５）効果の確認 ご利用者、ご家族、職員の満足に繋がった 数字化が難しかった

（６）歯止め 確実に継続できる案が打ち出せた もっと詳細な歯止めにしたかった

（７）ミーティング 多職種で色々な意見が出しあえ、幅広い視点からの意見が聴かれた 多職種での会合は日時調整が難しかった

（８）活動計画運営 参加率が良く、協力し合えた 計画通りに進まなかった

反省とまとめ



★一時帰宅の様子★



ご家族からの声



この活動を通して

・今後もご利用者、ご家族の願いを

聴きながら、想いが叶えられるように

計画実施していく

・家族だけで帰宅できるように多職種で

支援していく

ご静聴ありがとうございました
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